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1.概要

●北海道大学の概要 平成28年5月1日現在

・｢北海道大学概要｣及び本学HP掲載資料により確認。
　ただし、女性教職員数・外国人教職員数は人事課資料による。
・教職員数は、病院教職員（看護師等）を含む。

※小数点以下四捨五入のため、総計と内訳の計が合わない
場合がある。

（函館キャンパス）

（札幌キャンパス）

在籍者数 (  )は女子で内数

(55)

2,305 (686)

17,414 (5,146)

11,402 (3,361)

3,496 (1,044)

780,486

1,112,319 31,297

札幌市内（札幌キャンパス）

札幌市内（その他）

179トン　　
船舶（主要なもの）

660,235,328 887,592

　　おしょろ丸 1,598トン　　

収容定員

函館市内

その他の地方施設

合　　計

　　うしお丸

1,776,249

211

105,149 39,291

657,241,612 36,518

計

1,735 (897)

土地（㎡）
建物

（延面積㎡）

大
学
院

学部生

117

2,606 10,555

81 250

4,764 16,165

1,141 477

研究生等

456 2,210

1,621 3,150

外国人留学生数

学
生
数
等

入学定員 入学者数

大学院生

区　　　　分

学　　部

修士課程・博士課程（前期）

専門職学位課程

博士課程・博士課程（後期）

2,485

1,575

100

680

4,840合　　計

4.8% 0.2% 2.6%

合　　計
教
職
員
数

4,0091,9062,09310

1

女性比率

（女性教職員数）

外国人比率

教員数 職員数 計

4 104

30.1%

100

265 940 1,206

12.7% 49.3%

区　　　　分 役　員

0.0%

0（外国人教職員数）

10.0%

北海道大学が保有する土地の総面積は約660平方キロメートルで東京23区（約626平方キロメートル）を上
回る。また、札幌キャンパスは札幌市中心部に位置し、およそ東京ドーム38個分に相当する面積を有してい
る。
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2.学生定員

●学士課程 各年度5月1日現在

出典：文部科学省「学校基本調査」

●修士課程・博士課程（前期） 各年度5月1日現在

出典：文部科学省「学校基本調査」

10,820（在籍者数） 11,403（在籍者数）

9,930（収容定員） 10,555（収容定員）

2,480（⼊学定員）

2,485（⼊学定員）
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国⽴⼤学 国公私⽴⼤学

3,377（在籍者数）
3,496（在籍者数）

2,605（収容定員）

3,150（収容定員）

1,324（⼊学定員）

1,575（⼊学定員）

0

1,000
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(⼈)
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学⼠課程は、平成20年度以降「国⽴⼤学の学部における定員超過の抑制」により、在籍者数と収容定
員の差が縮⼩した。また、平成17年度からの学院・研究院制度の導⼊に伴い、⼊学定員を修⼠課程・博⼠
課程（前期）は増加させ、博⼠課程・博⼠課程（後期）は減少させた。その結果、収容定員と在籍者数
のバランスが保たれている。専⾨職学位課程は、平成18年度以降在籍者数が収容定員を下回っているが、
近年⼊学定員を減少させた。
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●専門職学位課程 各年度5月1日現在

出典：文部科学省「学校基本調査」

●博士課程・博士課程（後期） 各年度5月1日現在

出典：文部科学省「学校基本調査」
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3.学部一般入試志願状況
3-1.北海道大学の学部一般入試志願状況

出典：「北海道大学概要」

2,388 2,388 2,381 2,383 2,383 2,385 2,392 2,417 2,417 2,422 2,422 2,430 2,426

4.34 4.28 
4.42 

4.25 4.27 4.21 
4.04 4.13 
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（⼈）
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学部⼀般⼊試の⼊学定員及び志願倍率（北海道⼤学）

⼊学定員 志願倍率

（倍）

北海道⼤学の学部⼀般⼊試志願倍率は、4.0〜4.4倍前後で推移している。
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3-2.北海道大学の学部一般入試志願状況【学部別】
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平成23年度から導⼊された総合⼊試の志願倍率については、総合⼊試⽂系では近年減少傾向にあった
が、平成28年度は増加した。総合⼊試理系では安定した志願状況を保っている。総合⼊試導⼊後に後期
⽇程のみで学部別⼊試を実施している理学部・薬学部・⼯学部・農学部では、志願倍率が急上昇している。
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出典：「北海道大学概要」　
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4.入学状況
4-1.学士課程入学者の出身地域別入学状況

　＜北海道＞■北海道　　＜東　北＞■青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島
　＜関　東＞■茨城・栃木・群馬・埼玉・千葉・東京・神奈川
　＜北陸・中部＞■新潟・富山・石川・福井・山梨・長野・岐阜・静岡・愛知
　＜近　畿＞■三重・滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山
　＜中国・四国＞■鳥取・島根・岡山・広島・山口・徳島・香川・愛媛・高知
　＜九州・沖縄＞■福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島・沖縄　　＜その他＞■帰国子女・外国人留学生等

出典：各大学HP公表資料
　　　都道府県別に公表されている東北大学・名古屋大学・京都大学は、上記区分によりグラフを作成。
　　　都道府県別に公表されていない東京大学・大阪大学・九州大学は、各大学公表資料区分に従いグラフを作成。
※端数処理のため、数値の和は合計と一致しない場合がある。

京都府
10.6%

近畿(京都府以外)
42.0%

北陸・中部 15.5%

関東 13.2%

中国・四国
8.7%

九州・沖縄
6.6%

北海道 1.9%
東北 1.5% 近畿53％

京都⼤学
（H28）

北海道 35.9%

関東 23.1%

北陸・中部 13.9%

近畿 13.4%

東北 4.8%
中国・四国 4.1%
九州・沖縄 2.6%
その他 2.2%北海道⼤学（H28）

宮城県
15.7%

東北(宮城県以外)
22.7%

関東 31.8%

北陸・中部 18.9%

北海道 2.6%

近畿 3.2%
中国・四国 1.9%

九州・沖縄 1.2%
その他 1.8% 東北39％

東北⼤学
（H28）

東京都
37.5%

関東(東京都以外)
21.8%

近畿 12.5%

北陸・中部
11.6%

九州・沖縄
7.6%

中国・四国
5.0%

東北 2.4%
北海道 1.4%

その他 0.3% 関東59％

東京⼤学

※合格者の出⾝地域別状況。

（H28）
愛知県
51.6%

北陸・中部(愛知県以外)
22.4%

近畿 11.8%

関東
6.1%

中国・四国 4.2%

九州・沖縄 2.1%
北海道 0.5%

東北 0.3%

その他 1.0%
中部74％

名古屋⼤学
（H28）

⼤阪府
26.5%

近畿(⼤阪府以外)
31.2%

中部 13.1%

中国・四国
12.9%

九州・沖縄
7.6%

関東
5.1%

北海道 1.0%
東北 0.6%
その他 2.1% 近畿58％

⼤阪⼤学
（H28）

福岡県
37.4%

九州・沖縄(福岡県以外)
31.3%

中国・四国地⽅
14.6%

関⻄地⽅
6.7%

その他 10.0%

九州69％

九州⼤学
（H28）

※その他には、北海道、東北、関東、北陸・中部を含む。

北海道⼤学の学⼠課程⼊学者は、道内の⾼校出⾝者が35.9%と地元出⾝者の割合が低く、全国各地か
ら⼊学している。
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4-2.学士課程入学者の出身地域別入学状況（推移）

各年度5月1日現在

出典：「北海道大学概要」　　　　　　

※その他は帰国子女・外国人留学生等。

46.5%

53.0%

35.9%

15.1%

23.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
(年度)

学⼠課程⼊学者の出⾝地域別の割合（北海道⼤学）

北海道 東北 関東 北陸・中部 近畿 中国・四国 九州・沖縄 その他

道内の⾼校出⾝⼊学者の割合がここ数年減少している。道外の⾼校出⾝⼊学者のうち、特に関東からの⼊
学者の割合が増加している。

＜進学相談会＞
東 京：平成19年度～
大 阪：平成20年度～
名古屋：平成21年度～

＜総合入試＞導入：平成23年度～
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4-3.北海道大学の学士課程入学者の道内・道外別入学状況【学部等別】

※道外には、高等学校卒業程度認定試験合格者、高等専門学校第３学年修了者、帰国子女、外国人留学生を含む。

道内 35.9%

道外 64.1%

北海道⼤学全体

2,606

平成28年4月1日現在

道内
40.5%道外

59.5%

前期⽇程

2,035

道内
20.7%

道外
79.3%

後期⽇程

493

道内
39.8%

道外
60.2%

1.⽂学部

118／37／0

161 道内
54.5%

道外
45.5%

2.教育学部

20／10／0

33

道内
47.3%

道外
52.7%

3.法学部

140／40／0

188 道内
53.3%

道外
46.7%

4.経済学部

140／20／0

169

道内
18.1%

道外
81.9%

5.理学部

0／61／10

72
道内
47.1%

道外
52.9%

6.医学部医学科

97／0／5

102

道内
74.2%

道外
25.8%

7.医学部保健学科

142／18／11

178
道内
48.8%

道外
51.2%

8.⻭学部

30／8／5

43

道内
16.0%

道外
84.0%

9.薬学部

0／24／0

25

道内
17.3%

道外
82.7%

10.⼯学部

0／151／8

168

道内
7.1%

道外
92.9%

11.農学部

0／53／0

56

道内
10.8%

道外
89.2%

12.獣医学部

20／15／0

37

道内
24.6%

道外
75.4%

13.⽔産学部

105／50／20

175

道内
22.0%

道外
78.0%

総合⼊試⽂系

100／0／0

100

道内
32.8%

道外
67.2%

総合⼊試理系

1,027／0／0

1,080

※グラフ中⼼の数字は、⼊学者数を⽰す。
※グラフ右下の数字は、前期／後期／AOの募集⼈員を⽰す。

⼀般⼊試
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4-4.修士課程・博士課程（前期）の入学状況
各年度5月1日現在

出典：文部科学省「学校基本調査」

73.3% 75.2% 74.3% 75.7% 75.3% 75.6% 75.3% 74.8% 74.5%

10.8% 8.5% 7.6% 6.3% 6.6% 6.7% 6.7% 5.6% 5.9%

9.1% 8.4% 7.8% 7.0% 7.3% 7.0% 6.7% 5.0% 6.5%

4.0% 6.1% 8.0% 9.1% 8.2% 8.6% 9.0% 11.3% 11.0%

2.2% 1.2% 1.3% 1.1% 1.5% 1.5% 1.6% 2.1% 1.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年度）

北海道⼤学

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

67.6% 67.8% 69.0% 69.7% 70.3% 70.3% 70.2% 69.8% 70.2%

9.3% 9.1% 8.4% 7.7% 7.6% 7.6% 7.8% 7.6% 7.4%

13.4% 12.7% 11.5% 11.5% 11.1% 11.2% 11.4% 11.4% 10.6%

5.5% 6.5% 7.2% 7.4% 7.2% 7.1% 6.9% 7.6% 8.3%

2.2% 2.2% 2.2% 2.2% 2.1% 2.1% 2.1% 2.0% 2.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年度）

国⽴⼤学

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

68.9% 69.4% 70.9% 71.1% 70.8% 70.1% 70.2% 69.9% 69.8%

6.6% 6.5% 5.8% 5.4% 5.5% 5.5% 5.7% 5.6% 5.5%

14.8% 14.1% 12.7% 12.4% 12.2% 12.4% 12.3% 12.1% 11.6%

5.4% 6.2% 6.7% 7.4% 7.7% 8.1% 7.9% 8.4% 9.2%

2.5% 2.4% 2.5% 2.5% 2.4% 2.7% 2.6% 2.7% 2.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年度）

国公私⽴⼤学

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他
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4-5.修士課程・博士課程（前期）の入学状況【研究科等別】
●北海道大学● 各年度5月1日現在

35.0% 41.7%

20.0% 8.3%

5.0% 8.3%

40.0% 41.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

法学研究科

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

※理学院には、理学研究科⼊学者を含む。

※環境科学院には、地球環境科学研究科⼊学者を含む。

※国際広報メディア・観光学院には、国際広報メディア研究科⼊学者を含む。

※教育学院には、教育学研究科⼊学者を含む。

44.0%
34.9%

20.2%

8.1%

20.2%

25.6%

13.1%
30.2%

2.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

⽂学研究科

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

35.7%
23.7%

16.7%

13.2%

28.6%

15.8%

16.7%

42.1%

5.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

教育学院

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

39.1%

5.7%

17.4%

17.4%

17.1%

21.7%

74.3%

4.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

経済学研究科

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

25.0%

6.8%

12.5%

31.3%

25.0%

22.9%

65.9%

6.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

国際広報メディア・観光学院

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

78.0%
69.8%

11.5%
15.5%

8.1%
7.8%
5.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

理学院

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

76.4%
87.1%

6.9%

4.0%15.3% 4.0%
3.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

⽣命科学院

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

37.5% 36.4%

41.0%

20.5%

4.5%

13.2%

18.2%

3.5%
15.9%

3.5%
4.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

環境科学院

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他
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各年度5月1日現在

※⽔産科学院には、⽔産科学研究科⼊学者を含む。

※農学院には、農学研究科⼊学者を含む。

※⼯学院には、⼯学研究科⼊学者を含む。

92.1% 89.0%

3.1% 5.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

⼯学院

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

80.6%
90.2%

8.3%
3.5%3.2%
4.6%

4.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

情報科学研究科

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

93.8% 92.4%

3.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

総合化学院（H22年度設置）

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

82.5% 88.6%

8.8%
4.8%

7.5% 3.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

農学院

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

87.7% 93.7%

3.8%
5.7%

3.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

⽔産科学院

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

16.7%

67.7%
26.7%

6.5%
43.3%

22.6%

3.2%
13.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

医学研究科

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

83.9% 87.5%

6.3%9.7%
6.3%

6.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

保健科学院

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他
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4-6.専門職学位課程の入学状況
各年度5月1日現在

出典：文部科学省「学校基本調査」

38.9%
45.8% 40.3%

34.1%
40.5% 38.1%

48.8%
42.2%

32.1%

22.8%
22.6%

21.7%

18.3%
20.6%

15.9%

18.3%
16.7%

23.5%

34.9%
28.4%

34.1%
42.9%

34.4%
39.7%

24.4%
28.4% 33.3%

1.6% 1.6% 2.4% 6.1% 8.8% 7.4%

2.0% 0.6% 0.8% 2.4% 2.3% 2.4% 2.4% 2.9% 3.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年度）

北海道⼤学

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

30.4% 29.6% 30.8% 29.1% 30.8% 29.4% 27.9% 27.7% 28.8%

26.2% 26.7% 24.9% 23.5% 22.4% 22.4% 22.6% 23.0% 22.8%

38.1% 37.7% 37.5% 39.8% 39.9% 41.0% 41.7% 41.2% 39.5%

1.2% 1.5% 2.1% 2.8% 2.4% 3.2% 3.4% 3.8% 3.9%

1.2% 1.3% 1.4% 1.5% 1.4% 1.4% 1.5% 1.4% 1.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年度）

国⽴⼤学

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

24.0% 23.4% 25.6% 25.5% 25.0% 24.5% 22.1% 22.1% 22.3%

20.0% 18.8% 17.7% 16.7% 16.4% 17.0% 16.1% 16.9% 17.1%

49.3% 49.3% 46.6% 47.6% 48.0% 46.4% 48.0% 47.4% 45.9%

2.0% 2.6% 3.7% 4.4% 4.6% 5.3% 6.4% 6.0% 7.2%

2.2% 3.0% 3.7% 3.4% 3.7% 4.6% 4.9% 5.0% 4.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年度）

国公私⽴⼤学

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

－　13　－



4-7.専門職学位課程の入学状況【研究科等別】
●北海道大学● 各年度5月1日現在

44.1%

6.9%

17.6%

34.5%

35.3%

31.0%

20.7%

6.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

公共政策学教育部（公共政策⼤学院）

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

36.2%
48.7%

28.7%
12.8%

31.9% 38.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

法学研究科（ロースクール）

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

42.9% 38.5%

4.8%
30.8%

47.6%

23.1%

4.8%
7.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

経済学研究科（アカウンティングスクール）

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他
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4-8.博士課程・博士課程（後期）の入学状況
各年度5月1日現在

出典：文部科学省「学校基本調査」

70.5% 64.9% 64.9% 64.9% 65.0% 67.8% 64.8% 66.3% 63.8%

11.2%
11.6% 11.6% 10.2% 9.3%

10.3% 12.0% 10.0% 12.5%

8.4%
8.1% 7.3% 7.8% 8.1% 6.8% 11.2% 8.0% 7.2%

8.0% 14.5% 12.4% 14.0% 13.6% 11.4% 9.9% 12.3% 12.1%

0.8% 0.2% 2.1% 1.2% 1.4% 1.4% 1.1% 1.1% 1.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年度）

北海道⼤学

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

62.0% 62.2% 64.0% 62.8% 63.3% 63.2% 63.0% 61.5% 61.2%

14.8% 14.2% 13.3% 15.0% 14.9% 14.9% 15.2% 15.7% 15.8%

8.9% 9.2% 8.5% 8.3% 9.1% 9.0% 8.7% 9.0% 9.3%

9.1% 10.4% 9.8% 9.3% 8.5% 8.6% 8.8% 9.9% 9.8%

3.5% 2.6% 2.8% 3.0% 2.3% 2.4% 2.4% 1.9% 1.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28（年度）

国⽴⼤学

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他
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4-9.博士課程・博士課程（後期）の入学状況【研究科等別】
●北海道大学● 各年度5月1日現在
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当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

※理学院には、理学研究科⼊学者を含む。

※環境科学院には、地球環境科学研究科⼊学者を含む。

※教育学院には、教育学研究科⼊学者を含む。

※国際広報メディア・観光学院には、国際広報メディア研究科⼊学者を含む。
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各年度5月1日現在

※⽔産科学院には、⽔産科学研究科⼊学者を含む。

※農学院には、農学研究科⼊学者を含む。
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69.7%
85.0%

9.1%

10.0%

3.0%3.0%
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当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

63.2%
48.4%
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当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

※⼯学院には、⼯学研究科⼊学者を含む。
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各年度5月1日現在
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当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他

25.0%

80.0%

75.0%

20.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28(年度)

⽣命科学院臨床薬学専攻（H24年度設置）

当該⼤学出⾝者 他⼤学出⾝者（国⽴） 他⼤学出⾝者（公⽴） 他⼤学出⾝者（私⽴） 外国の学校卒 その他
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5.１年次学生退学者数及び退学率
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１年次学生退学者数（入学年度別・入試形態別）
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（人）
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１年次学生退学率（入学年度別）

（入学年度）

1年次学⽣の⼊学年度別退学者数は各年度30⼈から50⼈程度である。ただし、「⼊学年度別退学者
数」とは、例えば平成18年度に⼊学し同年度⼜は次年度以降に退学した学⽣の計であり、⼊学年度が近年
の退学者数については、平成28年度以降に退学する者もいるため、若⼲増加が想定される。
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6.学士課程教育
6-1.GPA

※「GPA（グレードポイントアベレージ）」制度とはアメリカ等で一般的に行われている学生の成績評価方法の一種で、「GPA」とは履修
※科目の成績平均数値である。

6-2.TOEFL-ITP

※TOEFL-ITPとは学校・企業等が実施する団体向けに作られた紙ベースの英語運用能力テストである。
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※（新）：11段階のGPA。
※（旧）：（新）GPAを（旧）GPAの分布に近くなるよう

換算式により変換。
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GPA平均値は、過去4年間で徐々に⾼くなっている。ただし、平成27年度⼊学者から新GPAが適⽤された
ため、1年⽣は単純⽐較ができない。

0

50

100

150

200

250

300

350

300 350 400 450 500 550 600 650 700

スコア

TOEFL‐ITP（1年生）

＊ 英語単位優秀認定：530点以上

― H24

(avg.474.3)

― H25

(avg.481.2)

― H26

(avg.481.9)

― H27

(avg.484.5)
（年度）

（人）
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7.大学院定員充足率
7-1.入学定員充足率

修⼠課程・博⼠課程（前期）においては、⼊学定員充⾜率90％を下回る研究科等は、2研究科等で
あるが、博⼠課程・博⼠課程（後期）は、9研究科等となっている。なお、専⾨職学位課程は、法学研究
科（ロースクール）と経済学研究科（アカウンティングスクール）の充⾜率が低い。平成29年度の医理⼯学
院、国際感染症学院、国際⾷資源学院設置に伴い、経済学研究科、医学研究科、⻭学研究科、獣医
学研究科では、学院への改組とともに、⼊学定員変更を予定している。また、⼊学定員充⾜率が100％を
⼤きく上回っている保健科学院では、平成29年度から定員増を予定している。
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7-2.収容定員充足率
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＊ 法学研究科（法科大学院）は2年課程と3年課程があるため、

H26年2年課程入学者26人を減じた実質収容定員で充足率を計算している。
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＊ 工学院の在籍者数には工学研究科の在籍者5人を含む。

修⼠課程・博⼠課程（前期）における各研究科等の収容定員充⾜率は、保健科学院の211.5％を除
き、85.0％から125.0％である。博⼠課程・博⼠課程（後期）においては、5研究科等が90％を下回る⼀
⽅、6研究科等が130％を超えており、研究科等による差が⼤きい。
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8.特別教育プログラム
8-1.新渡戸カレッジ

新渡⼾カレッジは、グローバル⼈材育成のための学部横断的な特別教育プログラムとして平成25年度に開
始された。新渡⼾カレッジ⽣はすべての学部に在籍している。留学実績についてはまだ充分とは⾔えないが、学
年進⾏に伴い年々増加している。
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実施。
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入学試験における募集区分の学部等を示す。
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●GPA平均値比較

※「GPA（グレードポイントアベレージ）」制度とはアメリカ等で一般的に行われている学生の成績評価方法の一種で、「GPA」とは履修
※科目の成績平均数値である。

●TOEFL-ITP平均値比較

※TOEFL-ITPとは学校・企業等が実施する団体向けに作られた紙ベースの英語運用能力テストである。
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＊（新）：11段階のGPA。
（旧）：（新）GPAを（旧）GPAの分布に近くなるよう

換算式により変換。

（年度）
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H27
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新渡戸カレッジ生 新渡戸カレッジ生以外

（年度）

1年生 H25 H26 H27（新） H27（旧）

新渡戸カレッジ生 61 62 42 42

新渡戸カレッジ生以外 605 713 643 643

（対象者数）

3年生 H27

新渡戸カレッジ生 32

新渡戸カレッジ生以外 256

（対象者数）

＊３年次学生調査結果に基づき、新渡戸カレッジ生と

　回答した3年生を新渡戸カレッジ生としている。
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新渡戸カレッジ生 新渡戸カレッジ生以外

（年度）

H25 H26 H27

新渡戸カレッジ生 61 61 41

新渡戸カレッジ生以外 599 698 626

（対象者数）
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8-2.新渡戸スクール

新渡⼾スクールは、グローバル⼈材育成のための⼤学院特別教育プログラムとして平成27年度に開始され
た。新渡⼾スクール⽣は、⻭学研究科以外のすべての研究科等に在籍している。平成27年度⼊校者のうち
外国⼈留学⽣は10⼈と少なかったが、平成28年度は⼊校希望者29⼈、⼊校者21⼈と⼤きく増加してい
る。
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新渡戸スクール在籍者数（H28.5.1現在）
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）
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8-3.現代日本学プログラム

8-4.競争的資金による大学教育改革のプログラム採択一覧（平成28年度）

現代日本学プログラムとは、平成27年度から開始された外国人留学生を対象とする新しい学士課程プロ
グラムであり、基礎・教養科目の英語での実施及び日本語教育の重点化を主な特徴としている。アジア出身
者が圧倒的多数を占める外国人留学生全体の傾向と比較して北米及びヨーロッパ出身の入学者の割合が
高い。

7 8

3
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61
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16

19

0

10

20

H27 H28

地域別入学者数

アジア ヨーロッパ 北米 大洋州

（人）

（年度）

プログラム名称 課  題  名 部 局 名
採択年度～
　終了年度

大学間連携
共同教育推進事業

教学評価体制（IRネットワーク）による学士課程教育の
質保証

高等教育推進機構 H24～H28

One Health に貢献する獣医科学グローバルリーダー
育成プログラム

獣医学研究科 H23～H29

物質科学フロンティアを開拓するAmbitiousリーダー
育成プログラム

理学研究院他 H25～H31

がんプロフェッショナル
養成基盤推進プラン

北海道がん医療を担う医療人材養成プログラム（分担） 医学研究科 H24～H28

課題解決型高度医療人材
養成推進プログラム

健康長寿社会を担う歯科医学教育改革（分担） 歯学研究科 H26～H30

スーパーグローバル
大学等事業

スーパーグローバル大学創成支援 全学 H26～H35

人口・活動・資源・環境の負の連関を転換させる
フロンティア人材育成プログラム

全学 H24～H28

日本とタイの獣医学教育連携 獣医学研究科 H25～H29

極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を
牽引する専門家育成プログラム

全学 H26～H30

博士課程教育
リーディングプログラム

大学の世界展開力
強化事業
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9.標準修業年限学位授与状況
9-1.学士課程

80.2 

84.8  85.1 

79.0 

88.3 

91.1 

100.0 

84.3 

92.9 

76.7 

84.1 85.0 

88.1 

100.0 

85.4 

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

文
学
部

教
育
学
部

法
学
部

経
済
学
部

理
学
部

医
学
部
保
健
学
科

薬
学
部
（４
年
課
程
）

工
学
部

農
学
部

水
産
学
部

医
学
部
医
学
科

歯
学
部

獣
医
学
部

薬
学
部
（６
年
課
程
）

学
士
課
程
全
体

標準修業年限学位授与率

H15

H18

H21

H24

H27
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84.9  85.4 
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学士課程全体

（卒業年度）

（％）

学⼠課程における全体の標準修業年限学位授与率は、平成17年度77.9％から平成27年度85.4％と
⼤きく（7.5ポイント）上昇している。
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学⼠課程における標準修業年限学位授与率については、⽂系学部のこの10年間での上昇率は⾼いが、
平成20年度前後からは停滞しており、平成27年度においては概ね80％から85％である。理系・医系（4
年制）学部は徐々に上昇しており、平成27年度においては概ね90％前後であるが、薬学部は100％と⾼
く、⽔産学部は76.7％と平成15年度以降で最も低い。医系（6年制）学部は、薬学部が5年連続
100％であり、その他の学部は85％前後である。
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9-2.修士課程・博士課程（前期）
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修⼠課程・博⼠課程（前期）における全体の標準修業年限学位授与率は、平成15年度85.1％から平
成27年度88.5％と若⼲（3.4ポイント）上昇している。
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修⼠課程・博⼠課程（前期）における標準修業年限学位授与率については、⽂系⼤学院では平成27
年度は概ね70％から80％となっている。⼀⽅、理系⼤学院は概ね85％から95％と⾼く、医系⼤学院は
85％前後である。
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9-3.専門職学位課程
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専⾨職⼤学院における標準修業年限学位授与率は、H27年度は公共政策学教育部（公共政策⼤学
院）を除き概ね90％前後と⾼い。法学研究科（ロースクール）は2年課程が常に⾼い⽔準（27年度
100％）であるのに対し、3年課程はこれまで80％前後と低かったが、H27年度は91.3％と上昇している。
なお、公共政策学教育部は概ね70％から85％と低く、特にH27年度は69.6％と低い。同教育部のH26
年度⼊学者が23⼈（定員30⼈）と例年より少なかったため、2名程度の退学者・留年者数の増が影響し
たと考えられる。
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公共政策学教育部
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9-4.博士課程・博士課程（後期）
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究
科

農
学
院

水
産
科
学
院

保
健
科
学
院

医
学
研
究
科

歯
学
研
究
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H15
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52.0 
47.5  47.0 
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53.6  54.1  56.3  55.9 

52.8  50.8 
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博士課程・博士課程（後期） 全体
（％）

（修了年度）

博⼠課程・博⼠課程（後期）における全体の標準修業年限学位授与率は、平成15年度43.0％から平
成23年度56.3％と⼤きく（13.3ポイント）上昇したが、その後低下し、平成27年度は46.9％となってい
る。
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科
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（％）
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（％）

博⼠課程・博⼠課程（後期）における標準修業年限学位授与率については、⽂系⼤学院は近年におい
ても0％となる⼤学院があり、平成27年度においては教育学院、経済学研究科が0％である。理・医系⼤学
院は概ね40％〜60％であり、医系⼤学院（4年制）は概ね50％〜90％である。
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10.進路・就職状況
10-1.学士課程卒業者の進路・就職状況

出典：文部科学省「学校基本調査」

12.0% 12.1% 12.0% 12.1% 12.2% 13.4% 12.8% 11.8% 11.3% 11.1% 11.0% 11.0%
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国公私⽴⼤学

進学者 就職者 臨床研修医（予定者を含む） その他

54.4% 53.2% 51.9% 51.7% 50.6% 52.8% 52.6% 52.5% 52.2% 51.9% 52.9% 52.5%

27.3% 26.7% 29.6% 33.8% 36.3% 32.1% 33.1% 33.6% 33.1% 34.9% 33.6% 35.6%

4.8% 6.5% 6.0%
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進学者 就職者 臨床研修医（予定者を含む） その他

33.1% 33.5% 33.3% 33.1% 33.6% 35.7% 34.9% 33.9% 33.6% 33.5% 33.3% 33.2%

45.2% 46.9% 49.8% 52.1% 51.8% 47.9% 49.0% 49.8% 50.9% 51.6% 53.0% 53.6%

4.0% 4.4% 4.3% 4.2% 4.3% 4.3% 4.2% 4.2% 4.3% 4.3% 4.5% 4.8%17.7% 15.2% 12.6% 10.6% 10.4% 12.2% 11.9% 12.1% 11.2% 10.6% 9.2% 8.4%
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20%
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北海道⼤学の学⼠課程卒業者の傾向を経年で⽐較しても⼤きな変化は⾒られない。しかし、全国国公私
⽴⼤学と⽐較すると、進学者の割合が圧倒的に⾼く、全国国⽴⼤学と⽐較しても進学者の割合が⾼い。
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10-2.学士課程卒業者の産業別・職業別・地区別就職状況

●平成27年度卒業者●

出典：文部科学省「学校基本調査」

出典：「北海道大学概要」　　　　　　
※「道外」には、就職先不明者を含む。

4.4%

2.5%

製造業
11.8%

製造業
13.5%

情報通信業
8.7%

情報通信業
10.5%
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16.1%
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⾦融業、保険業
12.9%

3.6%

5.9%

7.6%
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医療、福祉
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医療、福祉
14.1%

公務
6.4%

公務
20.8%

その他
19.3%

その他
10.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

北海道⼤学

産業別就職状況

建設業 製造業 情報通信業 卸売業、⼩売業 ⾦融業、保険業 学術研究、専⾨・技術サービス業 教育、学習⽀援業 医療、福祉 公務 その他

事務従事者
28.7%

事務従事者
53.1%

専⾨的・技術的職業従事者
35.8%

専⾨的・技術的職業従事者
39.2%

販売従事者
24.5%

3.0%

5.6%

2.2%

その他
5.5%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

北海道⼤学

職業別就職状況

事務従事者 専⾨的・技術的職業従事者 販売従事者 サービス職業従事者 その他

道内 38.3% 道外 61.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道⼤学

地区別就職状況

2.3%

5.0%

製造業 14.8%

製造業 16.7%

6.0%

情報通信業 13.1%

12.5%

0.5%
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4.9%

⾦融業、保険業 20.1%

7.1%

1.1%

2.7%

7.5%

12.6%

3.7%

2.5%

0.8%

0.4%

医療、福祉 67.6%

公務 24.0%

公務 25.8%

5.5%

11.5%

その他 15.0%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⽂系

理系

医系

事務従事者 87.5%

事務従事者 22.1%

2.2%

10.7%

専⾨的・技術的職業従事者 56.3%

専⾨的・技術的職業従事者 92.9%

0.6%
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1.6%

0.2%

7.1%

1.1%

1.0%

5.8%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⽂系

理系

医系

産業別就職状況を⾒ると、北海道⼤学の学⼠課程卒業者は全国と⽐べ、⾦融業・保険業、及び公務への
就職率が⾼く、卸売業・⼩売業への就職率が低い。
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10-3.修士課程・博士課程（前期）修了者の進路・就職状況

出典：文部科学省「学校基本調査」

13.1% 12.5% 11.4% 10.7% 10.8% 11.7% 10.8% 9.6% 9.8% 9.9% 9.9% 9.4%

67.5% 69.8% 72.2% 74.8% 74.5% 71.1% 72.3% 73.0% 73.4% 74.2% 75.9% 77.2%

19.4% 17.7% 16.4% 14.5% 14.7% 17.2% 16.9% 17.4% 16.8% 15.9% 14.2% 13.4%
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進学者 就職者 その他
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64.0% 69.6% 71.8%
73.2% 75.6% 73.9% 69.5% 71.7% 71.3% 73.7% 74.9% 75.2%

13.3% 11.8% 12.8% 7.8% 8.4% 9.5% 11.1% 12.0% 13.3% 10.6% 10.6% 10.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 (修了年度)
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進学者 就職者 その他

15.6% 14.8% 13.3% 12.8% 12.6% 14.2% 13.2% 11.8% 11.9% 12.1% 11.9% 11.3%

70.5% 72.3% 74.6% 77.3% 77.5% 74.3% 75.2% 75.4% 75.8% 76.4% 77.9% 78.9%

13.9% 12.9% 12.1% 9.9% 9.9% 11.5% 11.6% 12.8% 12.3% 11.6% 10.2% 9.7%
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20%

40%

60%
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100%
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国⽴⼤学

進学者 就職者 その他

北海道⼤学の修⼠課程・博⼠課程（前期）修了者は、進学者の割合が減少傾向にあり、就職者の割合
が増加傾向にある。これは全国的な傾向である。
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10-4.修士課程・博士課程（前期）修了者の産業別・職業別・地区別就職状況

●平成27年度修了者●

出典：文部科学省「学校基本調査」

出典：「北海道大学概要」　　　　　　　　　　　　
※「道外」には、海外就職者・就職先不明者を含む。

道内 20.4% 道外 79.6%
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北海道⼤学
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その他
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産業別就職状況

建設業 製造業 情報通信業 卸売業、⼩売業 ⾦融業、保険業 学術研究、専⾨・技術サービス業 教育、学習⽀援業 医療、福祉 公務 その他

3.0%

製造業 10.7%

製造業 49.3%

製造業 13.3%

情報通信業 11.9%

情報通信業 12.7%

4.4%

10.7%

2.6%

9.5%

1.4%

7.1%

8.4%

2.2%

16.7%

1.7%

2.2%

8.3%

0.6%

医療、福祉 73.3%

公務 13.1%

7.6%

2.2%

その他 11.9%

その他 12.6%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⽂系
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医系

事務従事者
10.5%

事務従事者
8.9%
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77.8%

3.6%

4.1%

1.5%

2.6%

4.9%

その他
6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

北海道⼤学

職業別就職状況

事務従事者 専⾨的・技術的職業従事者 販売従事者 サービス職業従事者 その他

事務従事者 48.8%

5.6%

8.9%

専⾨的・技術的職業従事者 36.9%

専⾨的・技術的職業従事者 80.9%

専⾨的・技術的職業従事者 84.4%

7.1%

3.9%

4.4%

2.4%

2.7%

4.8%

6.9%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⽂系

理系

医系

産業別就職状況を⾒ると、北海道⼤学の修⼠課程・博⼠課程（前期）修了者は全国とほぼ同様の傾向で
あるが、製造業や公務への就職率がやや⾼く、教育・学習⽀援業への就職率が低い。就職者全体の約89％を
理系が占めており、その傾向があらわれている。
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10-5.専門職学位課程修了者の進路・就職状況

出典：文部科学省「学校基本調査」
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76.0%

32.7%
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0.7% 0.7% 2.0% 0.9% 2.4% 0.8% 3.6%9.3%
17.9%

30.9%
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84.2%

35.4%
27.0%

33.9% 32.4%
41.0% 43.4% 47.7% 50.7% 52.8% 54.3% 57.3%
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61.7%
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国⽴⼤学・国公私⽴⼤学の専⾨職学位課程修了者は、就職者の割合が増加傾向にある。⼀⽅、北海
道⼤学は、平成26年度までは就職者の割合が増加傾向にあったが、平成27年度では減少した。
本学は、その他の割合が⾼い。これは、専⾨職学位課程における⼊学定員の約7割を法学研究科（ロー
スクール）や経済学研究科（アカウンティングスクール）が占めており、司法試験や公認会計⼠試験受験予
定者等が多いことによるものと考えられる。
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10-6.専門職学位課程修了者の産業別・職業別・地区別就職状況

●平成27年度修了者●

出典：文部科学省「学校基本調査」

出典：「北海道大学概要」　　　　　
※「道外」には、海外就職者を含む。
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10-7.博士課程・博士課程（後期）修了者の進路・就職状況

出典：文部科学省「学校基本調査」
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0.2%
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進学者 就職者 臨床研修医（予定者を含む） その他

北海道⼤学の博⼠課程・博⼠課程（後期）修了者は、就職者の割合が増加傾向にあったが、近年横ば
いである。これは全国的な傾向である。
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10-8.博士課程・博士課程（後期）修了者の産業別・職業別・地区別就職状況

●平成27年度修了者●

出典：文部科学省「学校基本調査」

出典：「北海道大学概要」　　　　　　　　　　　　
※「道外」には、海外就職者・就職先不明者を含む。

道内 49.1% 道外 50.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

北海道⼤学

地区別就職状況

1.1%

0.7%

製造業
14.2%

製造業
14.9%

2.3%

2.9%

0.6%

0.4%

0.5%
12.7%

16.3%

教育、学習⽀援業
34.1%

教育、学習⽀援業
31.5%

医療、福祉
27.2%

医療、福祉
25.4%

2.8%

5.1%

4.7%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

北海道⼤学

産業別就職状況

建設業 製造業 情報通信業 卸売業、⼩売業 ⾦融業、保険業 学術研究、専⾨・技術サービス業 教育、学習⽀援業 医療、福祉 公務 その他

1.3% 製造業 24.5%

2.2%

4.4%

1.1%

0.6%

4.2%

学術研究、専⾨・技術サービス業
22.0%

9.7%

教育、学習⽀援業 87.5%

教育、学習⽀援業 33.3%

14.0%

4.2%

1.3%

医療、福祉 72.0%

4.2%

8.2% 4.4%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⽂系

理系

医系

2.9%

0.7%

専⾨的・技術的職業従事者
92.5%

専⾨的・技術的職業従事者
94.6%

0.3%

1.1%

0.3%

0.7%

4.0%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

北海道⼤学

職業別就職状況

事務従事者 専⾨的・技術的職業従事者 販売従事者 サービス職業従事者 その他

8.3% 専⾨的・技術的職業従事者 87.5%

専⾨的・技術的職業従事者 93.1%

専⾨的・技術的職業従事者 98.9%

1.9%

4.2%

0.6%
4.4%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⽂系

理系

医系

産業別就職状況を⾒ると、北海道⼤学の博⼠課程・博⼠課程（後期）修了者は全国とほぼ同様の傾向で
あるが、学術研究、専⾨・技術サービス業への就職率が若⼲⾼い。就職者全体の約90％を理系・医系が占め
ており、その傾向があらわれている。
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11.学生支援
11-1.授業料免除・奨学金

出典：国立大学協会「国立大学の現状（2015年3月31日）」及び文部科学省HP
　　　　「平成27年度文部科学省予算（案）の発表資料一覧（1月）」
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国立大学の授業料減免等の予算額（億円）

（年度）
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218
115 87 53 32 1 111
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授業料免除実施状況（北海道大学・年間免除総額）

全額免除 半額免除 1/4免除 専門職大学院の成績優秀者【全学免除】 被災学生【全学免除】

（百万円）

（年度）

1,665
809 428 321 196 120 5 411

1,042
1,572 1,831 2,055

370 2,147 2,950 3,195 3,451 3,593
4,326

3,997
3,485

2,997 2,696 2,454

2,035

2,976
3,400 3,540 3,671 3,737

4,347

5,019 5,033 5,062 4,987 5,068

12.2

17.3
19.3 19.8 20.5 21.0

24.5
28.3 28.4 28.8 28.6 29.2

0.0

5.0
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15.0
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

授業料免除実施状況（北海道大学・免除許可者年間延数）

全額免除 半額免除

1/4免除 専門職大学院の成績優秀者【全学免除】

被災学生【全学免除】 免除割合（免除許可者数÷在籍者数）

（人）

（年度）

（％）

授業料免除については、平成16年度から平成22年度にかけて、限られた予算で必要とする多くの学生の授
業料を免除するため、半額免除者を増加させた。しかし、平成23年度からの国立大学授業料減免等の予算
額増に伴い、本学の年間免除総額も増加し、全額免除者が年々増加している。
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48.7

45.1
43.4 42.9

41.5
40.3

36.1

31.1 31.6

27.9

22.9
21.0

19.2

19.6 19.6
18.7

17.3
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13.6
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3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
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日本学生支援機構奨学生数（北海道大学）

学士課程 修士課程・専門職学位課程 博士課程

貸与率（学士課程） 貸与率（修士課程・専門職学位課程） 貸与率（博士課程）

（年度）

（人）

（％）

日本学生支援機構奨学生数は、平成22年度までは増加していたが、最近は減少傾向にある。特に博士
課程の貸与率の低下は平成18年度以降著しいが、これは全国的傾向である。
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11-2.インターンシップ実施状況
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インターンシップ実施状況（参加学生数）

全学実施（全学教育科目等） 学部実施 大学院実施

（96）

（23）

＊（ ）内は海外インターシップ

参加学生数で、内数。

（0）

（人）

（年度）

インターンシップ参加学⽣数は、平成25年度の減少を除き、全体的には増加傾向にある。平成17年度と
⽐較して全学実施（全学教育科⽬等）の増加率が特に⾼い。
また、学部・⼤学院では海外インターンシップが実施されており、平成27年度の参加学⽣数は学部実施23
⼈、⼤学院実施96⼈となっている。なお、海外インターンシップを実施している主な⼤学院研究科等・学部は
⼯学院、情報科学研究科、獣医学研究科及び⼯学部である。

※インターンシップとは、教育の一環として「学生が在学中に、企業・団体等において自らの専攻や将来のキャリアに関連
した就業体験を行うこと」である。北海道大学の学生は、国内外を問わず、大学が推進するインターンシップのほか、学
生が自分自身で受入先を探し手続を済ませて参加するインターンシップなど、さまざまなインターンシップに参加してい
る。
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12.留学

12-1.外国人留学生の受入状況

●外国人留学生の受入人数
各年5月1日現在

　　　　出典：文部科学省「学校基本調査」

　　　　※留学生は在留資格が「留学」の者のみを計上している。

北海道大学における外国人留学生受入人数は着実に増加しており、平成28年度は前年度比で10.5％
（H27:1,570人→H28:1,735人）と高い増加率となった。
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●在籍学生に占める外国人留学生の比率
各年5月1日現在

北海道大学の大学院における外国人留学生比率は19.0％であり、全国の国立大学における同比率を大
きく上回っている。
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出典：文部科学省「学校基本調査」

※留学生は在留資格が「留学」の者のみを計上している。

※各比率の計算は下記のとおり。

学 部＝留学生数（学部）÷学生数（学部）

大学院＝留学生数（大学院）÷学生数（大学院）

研究生等＝留学生数（研究生等）÷学生数（研究生等）

総 数＝留学生数÷学生数
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12-2.外国人留学生の受入状況（地域別）

各年5月1日現在

 出典：文部科学省「学校基本調査」

 ※留学生は在留資格が「留学」の者のみを計上している。

アジア

83.8%

ヨーロッパ

6.5%

アフリカ

4.1%
北米

2.5%
中南米

1.9%
中東

0.6%
大洋州
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留学生出身地域別割合

（北海道大学 H28.5.1現在）
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留学生出身国別割合

（北海道大学 H28.5.1現在）
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北海道大学では外国人留学生に占めるアジア出身留学生の割合が高く、外国人留学生の半数以上は中華
人民共和国出身である。また、近年、北米及びヨーロッパ地域からの外国人留学生数が増加している。
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12-3.日本人学生の海外派遣状況

●日本人学生の海外派遣者数

●学部・大学院別の海外派遣者数及び比率（北海道大学）

出典（日本人学生の海外派遣者数）：日本学生支援機構（JASSO）「協定等に基づく日本人学生留学状況調査結果」

出典（在籍学生数）：文部科学省「学校基本調査」＜各年5月1日現在＞

※「日本人学生の海外派遣」とはJASSOの「日本人学生留学状況調査」における「留学」を指し、海外の大学等における学位取得を目的
※とした教育又は研究等のほか、学位取得を目的としなくても単位取得が可能な学習活動や、異文化体験・語学の実地研修、研究指導
※を受ける活動等をいう。
※協定等に基づかない海外派遣者数については在籍学校が把握している限りの数値である。
※調査対象は全国の大学、短期大学であり、平成25年度からは高等専門学校及び専修学校（専門課程）も含む。
※各比率の計算は下記のとおり。
　 学　部＝日本人海外派遣者数（学部）／日本人学生数（学部）
　 大学院＝日本人海外派遣者数（大学院）／日本人学生数（大学院）

北海道大学における日本人学生の海外派遣者数は近年着実に増加しており、平成27年度における海外派
遣者（協定等に基づかない海外派遣を含む）の比率は、学部では4.5%、大学院では4.6％であった。なお、
平成27年度における新渡戸カレッジ生の海外派遣者数は149名であり、同年度における学部生海外派遣者
の約3割を新渡戸カレッジ生が占めている。
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12-4.日本人学生の海外派遣状況（地域別）

出典：日本学生支援機構（JASSO）「協定等に基づく日本人学生留学状況調査結果」

※数値は協定等に基づく日本人学生の海外派遣者数及び協定等に基づかない日本人学生の海外派遣者数の合計。
※「日本人学生の海外派遣」とはJASSOの「日本人学生留学状況調査」における「留学」を指し、海外の大学等における学位取得を目的
※とした教育又は研究等のほか、学位取得を目的としなくても単位取得が可能な学習活動や、異文化体験・語学の実地研修、研究指導
※を受ける活動等をいう。
※調査対象は全国の大学、短期大学、高等専門学校及び専修学校（専門課程）。
※「その他」とは、協定等に基づかない海外派遣において留学先が不明な者を指す。
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近年、北海道大学においてヨーロッパへの日本人学生海外派遣者数が増加しており、平成27年度には派遣
先地域としてヨーロッパがアジアを抜いて1位となった。また、北米への派遣者数も近年増加している。
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13.海外大学との交流状況
13-1.国際交流協定の締結状況

各年5月1日現在

出典：「北海道大学概要」
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国際交流協定数は年々増加しており、平成28年度には平成16年度の4倍以上となる462協定となった。
アジア及びヨーロッパ地域において協定数が大きく増加している。
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13-2.国際交流協定締結校との交流実績

●国際交流協定に基づく学生交流実績（北海道大学）

※学生受入数及び学生派遣数には、留学だけでなくシンポジウム参加やインターンシップ等の実績を含む。
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国際交流協定に基づく学生交流について受入及び派遣数は近年大きく増加しており、特に平成26年度の受
入数は前年度の約1.6倍となった。
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●国際交流協定に基づく研究者交流実績（北海道大学）
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国際交流協定に基づく研究者受入及び派遣数は近年増加傾向にある。特にヨーロッパ地域との研究交流実
績が大きく伸びている。
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13-3.ダブル・ディグリー・プログラム実施状況

平成28年4月1日現在

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H22 H23 H24 H25 H26 H27

工学院
博士
修士

ポーランド
共和国

AGH科学技術大学 H22.7.6 1 1 1 1

総合
化学院

博士
ポーランド
共和国

AGH科学技術大学 H23.11.22

工学院 修士 タイ王国 アジア工科大学 工学部 H23.3.17 1 1 1 1

理学院 博士
中華人民
共和国

東北師範大学
数学与統計
学院

H23.2.20 1

理学院 博士
中華人民
共和国

東南大学 数学系 H23.3.9 1

理学院 博士
カザフスタン
共和国

アルファラビ・
カザフ国立大学

理工学研究科 H24.2.29 1

工学院・
情報科学
研究科

博士
修士

大韓民国
ソウル大学校
工科大学

H23.7.31

歯学
研究科

博士 デンマーク王国 オーフス大学 健康研究科 H26.3.7

経済学
研究科

博士
修士

スウェーデン
王国

イェテボリ大学
経営・経済・商
法学部

H28.3.21

計 1 1 0 2 0 1 0 4 1 1 0 0

派遣 受入

※本学におけるダブル・ディグリー・プログラムの定義
※「ダブル・ディグリー・プログラム」とは、本学と外国の大学との間で協定等を締結し、同じ学位レベルの教育プログラムを開設し、
※単位互換等を通じ、プログラム参加学生がそれぞれの大学の卒業・修了要件を満たした際に、当該学生に対し、各大学がそれぞれ
※学位を授与するプログラムをいう。

※本学におけるコチュテル・プログラムの定義
　「コチュテル・プログラム」とは、本学と外国の大学との間で協定等を締結し、各大学の博士（後期）課程に在籍する学生に対し、
※各大学の教員が計画的にそれぞれ原則1年以上の研究指導を行うプログラムをいう。当該プログラムによる共同研究指導を受けた
※学生が本籍大学の修了要件を満たした場合、「博士課程修了に必要な研究指導は○○大学と共同で実施したものである」との文言
※が記載された学位記を発行する。

部局
対象
課程

共同設置
機関国

共同設置
機関校

先方における
関係部局

プログラム
覚書締結

北海道大学では平成21年度にダブル・ディグリー・プログラムを制度導入し、平成28年4月1日現在、9つの
覚書を締結している。なお、平成27年度からコチュテル・プログラムについても制度導入している。
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13-4.海外ラーニング・サテライト事業の実施状況（平成27年度）

事業名 部局 派遣時期
派遣

学生数

受入

学生数
※1 派遣先

アジア型の持続的沿岸漁業リーダー養成研修
水産科学
研究院

H27.5.31～H27.6.14 5 -
東南アジア漁業
開発センター

（タイ）

HU-NUS summer course 2015 “Seafood supply chains in
Singapore and Japan”

水産科学
研究院

H27.6.15～H27.7.24 8 （11）
シンガポール国立

大学
（シンガポール）

北海道大学農学部森林科学科･ソウル大学校農業生命大学
山林資源学科合同フィールド実習事業

農学研究院 H27.8.22～H27.8.27 2 （14）
ソウル大学校

（韓国）

環境科学院・南極学カリキュラム・スイス氷河実習の開催
低温科学
研究所

H27.8.29～H27.9.12 10 -
スイス連邦工科大学

（スイス）

ESDキャンパスアジア・プログラム
教育学
研究院

H27.9.3～H27.9.12
H27.9.6～H27.9.15

H27.10.24.～H27.11.3
H27.12.12.～H27.12.21

18 （20）

高麗大学校
ソウル国立大学校

（韓国）
北京師範大学

（中国）
チュラロンコン大学

（タイ）

気象環境と農業生産システム
北方生物圏
フィールド科学
センター

H27.9.3～H27.9.14 5 （5）
カセサート大学

（タイ）

Fish & Czech
水産科学
研究院

H.27.9.12～H27.9.27 4 -
南ボヘミア大学

（チェコ）

持続可能性水産・海洋科学に関するサマーコース2015 －

極域生物資源の保全と持続的利用
※2

水産科学
研究院

H27.9.13～H27.9.19 8 -
上海海洋大学

（中国）

北方域沿岸海洋生物多様性の広域変動の理解を目指した
国際教育プログラム

北方生物圏
フィールド科学
センター

H27.9.30～H27.10.5 3 （1）

GEOMAR
ヘルムホルツ

キール海洋研究
センター
（ドイツ）

総合化学院ラーニングサテライト台湾・中国 総合化学院
H27.10.15.～10.19
H28.3.3.～H28.3.11

16 -

南京大学
（中国）

国立台湾大学
（台湾）

食・健康・医療に貢献するカロリンスカ研究所ジョイント先端
顕微鏡講習コース

先端生命科学
研究院

H27.11.2～H28.1.21 1 -
カロリンスカ研究所

（スウェーデン）

スウェーデン、ウメオ大学歯学部との相互教育・臨床実習体
験研修プログラム

歯学研究科 H28.2.26～H28.3.15 2 -
ウメオ大学

（スウェーデン）

国際環境保全活動に向けて本学およびインドネシア大学院
生の人材育成

地球環境科学
研究院

H28.3.1～H28.3.8 8 -
ガジャマダ大学
（インドネシア）

Coastal Biodiversity trends-an Atlantic / Pacific latitudinal
comparison

理学研究院 H28.3.7～H28.3.18 6 -
アルガヴェ大学
（ポルトガル）

計 96 （51）

※1海外ラーニング・サテライト事業は派遣を目的とした事業であるため受入の実施は必須でない。
※2当該事業については、国際連携機構から経費支援は行わず部局の経費により実施した。

13-5.Hokkaidoサマー・インスティテュート2016の実施状況（平成28年度）

※海外ラーニング・サテライト事業は、「本学の教員が海外大学、コンソーシアム等との間で定期的かつ継続的に実施する協働教育
※プログラムであり、本学学生の派遣を実施するもの」を対象とした事業である。

※Hokkaidoサマー・インスティテュートは、「北海道において、本学の教員又は本学の教員と世界の第一線で活躍する優れた教育研究
※業績や活動歴を有する外国人研究者等との協働により、原則として英語で実施され、本学の学生及び外国人留学生が共に履修
※できる授業」を対象とした事業である。

大学院科目

61科目

学部科目

10科目

実施科目数

計71科目

海外

91名

国内

23名

招へい研究者数

計114名

本学

717名

海外大学

196名

国内他大学

4名

参加学生数

（履修登録者延べ人数）

計917名
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14.研究者等交流状況

●海外からの受入研究者数

●海外への派遣研究者数

出典：文部科学省「国際研究交流の概況」

※「受入」とは、海外の機関に所属する外国人研究者の招へい等の受入れ、及び海外の機関に以前所属していた外国人研究者の
※雇用を指す。ただし、H25以降については所在地を日本とする機関からの「受入れ」を除く。
※「派遣」とは、当該機関に所属する以下の者の海外渡航を指す。
※１．当該機関が雇用（「常勤・非常勤」「任期あり・なし」ともに該当）している日本人、外国人研究者
※２．当該機関以外の機関が実施している「特別研究員制度」及び「関連支援制度」に研究者が応募し、採用された研究者
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15.国際連携研究教育局（GI-CoRE）

※海外からの誘致ユニット及び所属教員数は平成29年2月28日現在のデータである。

国際連携研究教育局（GI-CoRE）は、北海道大学の強みや特色を活かした国際連携研究・教育の
推進と部局が独自に進める国際連携研究・教育の支援を目的とし、世界トップレベルの教員を国内外及び
学内から結集した総長直轄の教員組織である。現在、6つのグローバルステーションで構成されており、平成
29年2月28日現在、GI-CoRE全体で海外から8つの教育研究ユニットを誘致している。
なお、GI-CoREでの研究実績をもとに、平成29年4月に医理工学院、国際感染症学院及び国際食資
源学院の3つの国際大学院を設置する。
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16.研究論文

16-1.総論文数、論文当たりの被引用数、高被引用論文数及び割合

出典：Clarivate Analytics社 「IｎCｉｔｅｓ™ Essential Science Indicators™ （ESI）」＜H28.11.30現在＞
※Web of Science® Core Collectionに収録されているArticle及びReviewを対象とし、整数カウント法により分析。

北海道大学における総論文数及び論文当たりの被引用数は年々増加している。また、高被引用論文数及
び割合についても概ね増加傾向にある。
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H18-H22 H19-H23 H20-H24 H21-H25 H22-H26 H23-H27

（％）（本）

（年）

高被引用論文数及び割合（北海道大学）

高被引用論文数（左軸） 高被引用論文割合（右軸）

※高被引用論文数：対象期間中に出版された同分野（ESI22分野に基づく）の論文中で被引用回数がトップ1％以内の論文数。

※高被引用論文割合＝高被引用論文数/総論文数

14,250 14,379 14,484 14,751 14,994 15,294
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総論文数及び論文当たりの被引用数（北海道大学）

総論文数（左軸） 論文当たりの被引用数（右軸）

※総論文数：対象期間中に出版された論文数。

※論文当たりの被引用数＝総被引用数（対象期間中に出版された論文が対象期間中に引用された回数）／総論文数
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16-2.掲載学術誌インパクト・ファクター別論文数

16-3.国際共著率

出典：Clarivate Analytics社「Web of Science® Core Collection」<H28.10.12現在>及び「InCites™ Benchmarking」＜H28.11.30現在＞
※Web of Science® Core Collectionに収録されているArticle及びReviewを対象とし、整数カウント法により分析。

出典：Clarivate Analytics社「Web of Science® Core Collection」<H28.10.12現在>、「InCites™ Journal Citation Reports®」
出典：<H28.11.30現在>及び 「InCites™ Benchmarking」＜H28.11.30現在＞
※Web of Science® Core Collectionに収録されているArticle及びReviewを対象とし、整数カウント法により分析。
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（本）
掲載学術誌インパクト・ファクター別論文数（北海道大学）

H18-H22
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※インパクト・ファクターとは、ある雑誌に掲載された論文が平均的に何回引用されたかを示す尺度であり、一般に、

※その分野における雑誌の影響度を表す。

※インパクト・ファクターの値は平成27年のものを使用している。

北海道大学における掲載学術誌インパクト・ファクター別論文数は、インパクト・ファクターが2.0～4.0の学術誌
が全体の38%（H18～H27）を占める。また、近年、より高いインパクト・ファクターの学術誌での論文掲載が増
加している。
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国際共著論文数及び国際共著率（北海道大学）

国際共著論文数（左軸） その他の論文数（左軸） 国際共著率（右軸）

※国際共著論文：海外の機関に所属する共著者がいる論文。

国際共著論文数及び国際共著率は増加傾向にあり、平成27年における国際共著率は30.1％となった。
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●InCites™ Essential Science Indicators™ （ESI）22分野別

16-4. 分野別で見た北海道大学における論文の状況

出典：Clarivate Analytics社「Web of Science® Core Collection」<H28.10.12現在>及び「InCites™ Benchmarking」＜H28.11.30現在＞
※Web of Science® Core Collectionに収録されているArticle及びReviewを対象とし、整数カウント法により分析。

InCites™ Essential Science Indicators™ （ESI）22分野別で見た分野標準化被引用インパクトは高い方から
心理学／精神医学、免疫学、分子生物学・遺伝学、宇宙科学、地球科学、臨床医学、化学の順となってい
る（学際領域を除く）。また、同指標における分野全体の平均値は0.96であり、世界平均（=1.00）と概ね
同程度である。
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※被引用回数トップ10％論文比率：対象期間中に出版された同分野の論文中で被引用回数がトップ10％以内の論文数の比率。
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出典：Clarivate Analytics社「Web of Science® Core Collection」<H28.10.12現在>及び「InCites™ Benchmarking」＜H28.11.30現在＞
※Web of Science® Core Collectionに収録されているArticle及びReviewを対象とし、整数カウント法により分析。
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出典：Clarivate Analytics社「Web of Science® Core Collection」<H28.10.12現在>及び「InCites™ Benchmarking」＜H28.11.30現在＞
※Web of Science® Core Collectionに収録されているArticle及びReviewを対象とし、整数カウント法により分析。
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※学際領域を除く

※データは単純な5年間の平均値ではなく、以下のとおり各年に重みを付け、経年変化がより鮮明になるように調整している。

( 各年の重み： 1年目から順に13.3％ 、20.0％ 、33.3％ 、20.0％ 、13.3％ )
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●Web of Science® （WoS）251分野別

出典：Clarivate Analytics社「Web of Science® Core Collection」<H28.10.12現在>及び「InCites™ Benchmarking」＜H28.11.30現在＞
※Web of Science® Core Collectionに収録されているArticle及びReviewを対象とし、整数カウント法により分析。
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※WoS251分野のうち北海道大学における論文数が上位50位までの分野についてのみ表示している。

※HUポートフォリオ10分野とは北海道大学独自の

※定義で、NISTEPが定義した研究ポートフォリオ

※8分野に学際領域及び社会科学・経済学分野を

※追加したものである。
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16-5.サイエンスマップで見た北海道大学における論文の状況
サイエンスマップとは、科学技術・学術政策研究所において定期的に作成している科学研究の地図である。論文

データベースの分析により国際的に注目を集めている研究領域を定量的に抽出し、それらが、互いにどのような位置
関係にあるのかを俯瞰図として可視化している。
※サイエンスマップ2014 では、平成21年から平成26年までの6年間に発行された論文の中で、各年、各分野において被引用数が
※トップ1％論文（約7.9万件）に対して、「共引用」を用いたグループ化を2段階行うことにより得られた844領域について可視化して
※いる。

出典：文部科学省 科学技術・学術政策研究所, サイエンスマップ2014, NISTEP REPORT No. 169, 2016年9月をもとに加工・作成。

該当領域数 ペーパ数 該当領域数 ペーパ数 該当領域数 ペーパ数

サイエンスマップ2014 21 34 166 415 209 1,605

北海道大学
コアペーパ

サイティングペーパのうち
Top10％論文

サイティングペーパ

研究領域のコアペーパ、サイティングペーパ（Top10％）、
サイティングペーパに入っている場合

研究領域のサイティングペーパ（Top10％）、サイティン
グペーパに入っている場合

研究領域のサイティングペーパに入っている場合
（2件以上）

研究領域のサイティングペーパ（Top10％）に1件入って
いる場合

参画していない場合

コアペーパ 各研究領域を構成している論文(Top1%論文)

サイティングペーパ(Top10%) コアペーパを引用している論文で被引用度が高いもの

サイティングペーパ コアペーパを引用している論文

短縮形 研究領域群名 短縮形 研究領域群名
がん がん研究 環・気 環境・気候変動研究（観測、モデル）
循環 循環器疾患研究 ライフ-ナノ 生物メカニズムとナノレベル現象の交差（ライフ-ナノブリッジ）

感染症 感染症・公衆衛生 化合・エネ 化学合成研究・エネルギー創出
免疫 免疫研究（遺伝子発現制御を含む） ナノ(ラ) ナノサイエンス研究（ライフサイエンス）
遺・幹 遺伝子発現制御・幹細胞研究 ナノ(化) ナノサイエンス研究（化学）
脳・神 脳・神経疾患研究 ナノ(物) ナノサイエンス研究（物理学）
精神 精神疾患研究 量子 量子物性科学研究
植物 植物・微生物研究（遺伝子発現制御を含む） 素・宇 素粒子・宇宙論研究
環・生 環境・生態系研究
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17.科学研究費助成事業

17-1.科学研究費助成事業の研究者当たりの採択状況

出典：文部科学省「科学研究費助成事業の配分について」

※研究者当たりの採択件数＝採択件数（新規＋継続）（研究代表者のみ）／研究者登録人数
※研究者当たりの配分額＝配分額（新規＋継続）（研究代表者のみ）／研究者登録人数
※採択件数及び配分額は各年度における研究機関別データに基づいており、同公表結果の値は、H22は11月現在、H23～H25は
※10月現在、H26及びH27は9月現在、H28は10月現在のものである。
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研究者当たりの配分額（右軸） 研究者当たりの採択件数（左軸）

北海道大学における研究者当たりの科学研究費助成事業（主要研究種目）採択件数及び配分額は平
成24年度をピークとして平成27年度まで減少を続けていたが、平成28年度には増加に転じた。平成28年度、
研究者当たりの採択件数は0.56件であり、本学研究者1.78人に1人が科学研究費のいずれかの研究種目に
採択されたことになる。
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17-2.科学研究費助成事業の新規採択件数（過去5年累計）細目別順位
全国における北海道大学の科学研究費助成事業新規採択件数（平成24～28年度累計）細目別順位に従い色分けした。

分野
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療情報学

学習支援システ
ム

統計科学
（旧）感性情報
学・ソフトコン
ピューティング

情報ネットワー
ク

情報セキュリ
ティ

ヒューマンインタ
フェース・インタ

ラクション

知能ロボティク
ス

ウェブ情報学・
サービス情報学

エンタテインメン
ト・ゲーム情報

学

環境解析学

環境動態解析
（旧）環境技術・

環境材料
（旧）リサイクル

工学
自然共生システ

ム
環境政策・環境
社会システム

放射線・化学物
質影響科学

環境技術評価
環境モデリン

グ・保全修復技
術

持続可能システ
ム

（旧）環境影響
評価・環境政策

環境技術・環境
負荷低減

環境材料・リサ
イクル

環境リスク制
御・評価

科学教育・教育
工学

社会・安全シス
テム科学

人間医工学 生体分子科学
健康・スポーツ

科学
脳科学

（旧）生活科学
一般

食生活学 科学教育
社会システム工
学・安全システ

ム

生体医工学・生
体材料学

生物分子化学 身体教育学
基盤・社会脳科

学

家政・生活学一
般

デザイン学 教育工学
自然災害科学・

防災学
医用システム

ケミカルバイオ
ロジー

スポーツ科学 脳計測科学

衣・住生活学
科学社会学・科

学技術史
文化財科学・博

物館学
地理学

医療技術評価
学

リハビリテーショ
ン科学・福祉工

学
応用健康科学

子ども学（子ど
も環境学）

地域研究

ジェンダー

観光学

哲学 芸術学 言語学

哲学・倫理学
（旧）美学・美術

史
（旧）各国文学・

文学論
中国文学 言語学 史学一般

ヨーロッパ史・ア
メリカ史

中国哲学・印度
哲学・仏教学

美学・芸術諸学 日本文学 文学一般 日本語学 日本史 考古学

宗教学 美術史
英米・英語圏文

学
人文地理学 英語学

アジア史・アフリ
カ史

思想史 芸術一般 ヨーロッパ文学
文化人類学・民

俗学
日本語教育 外国語教育

法学 経済学 経営学 心理学 教育学 社会学

基礎法学 政治学 国際関係論 経済政策 経営学 社会心理学 教育学 社会学

公法学 刑事法学 理論経済学 財政・公共経済 商学 教育心理学 教育社会学 社会福祉学

国際法学 民事法学
経済学説・経済

思想
金融・ファイナン

ス
会計学 臨床心理学 教科教育学

社会法学 新領域法学 経済統計 経済史 実験心理学 特別支援教育

出典：文部科学省「平成28年度科学研究費助成事業の配分について」

情
報
学

計算基盤 人間情報学

環
境
学

環境保全学 環境創成学

複
合
領
域

生活科学

総
合
人
文
社
会

分　　　　　　　　　科

人
文
学

文学 史学

社
会
科
学

政治学

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
11位

以下
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全国における北海道大学の科学研究費助成事業新規採択件数（平成24～28年度累計）細目別順位に従い色分けした。

分野

（旧）ナノ構造科
学

（旧）ナノ材料・
ナノバイオサイ

エンス

ナノバイオサイ
エンス

（旧）応用物性・
結晶工学

薄膜・表面界面
物性

応用物理学一
般

ナノ構造化学 ナノ材料化学
（旧）マイクロナ

ノデバイス
応用物性

光工学・光量子
科学

量子ビーム科
学

ナノ構造物理 ナノ材料工学
ナノマイクロシ

ステム
結晶工学

プラズマエレクト
ロニクス

計算科学

代数学 数学解析
素粒子・原子
核・宇宙線・宇

宙物理

数理物理・物性
基礎

固体地球惑星
物理学

地質学 地球宇宙化学

幾何学
数学基礎・応用

数学
物性Ⅰ

原子・分子・量
子エレクトロニ

クス

気象・海洋物
理・陸水学

層位・古生物学 プラズマ科学

解析学基礎 天文学 物性Ⅱ
生物物理・化学
物理・ソフトマ
ターの物理

超高層物理学
岩石・鉱物・鉱

床学

基礎化学

物理化学 機能物性化学 分析化学
有機・ハイブリッ

ド材料
無機工業材料

有機化学 合成化学 生体関連化学
高分子・繊維材

料
デバイス関連化

学

無機化学 高分子化学
グリーン・環境

化学
エネルギー関連

化学

機械工学 土木工学 建築学 材料工学
プロセス・化学

工学
総合工学

機械材料・材料
力学

電力工学・電力
変換・電気機器

通信・ネットワー
ク工学

土木材料・施
工・建設マネジ

メント
建築構造・材料 無機材料・物性

化工物性・移動
操作・単位操作

船舶海洋工学

生産工学・加工
学

電子・電気材料
工学

計測工学
構造工学・地震
工学・維持管理

工学
建築環境・設備

複合材料・表界
面工学

反応工学・プロ
セスシステム

地球・資源シス
テム工学

設計工学・機械
機能要素・トラ

イボロジー

電子デバイス・
電子機器

制御・システム
工学

地盤工学
都市計画・建築

計画
構造・機能材料

触媒・資源化学
プロセス

核融合学

流体工学 機械力学・制御
土木環境システ

ム
水工学 建築史・意匠

材料加工・組織
制御工学

生物機能・バイ
オプロセス

原子力学

熱工学
知能機械学・機

械システム
土木計画学・交

通工学
金属物性・材料

金属・資源生産
工学

航空宇宙工学 エネルギー学

神経科学

神経生理学・神
経科学一般

（旧）発がん 腫瘍生物学
（旧）応用ゲノム

科学
システムゲノム

科学

神経解剖学・神
経病理学

（旧）がん疫学・
予防

腫瘍診断学 ゲノム生物学
生物資源保全

学

神経化学・神経
薬理学

実験動物学 腫瘍治療学 ゲノム医科学

出典：文部科学省「平成28年度科学研究費助成事業の配分について」

分　　　　　　　　　科
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数
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腫瘍学 ゲノム科学
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全国における北海道大学の科学研究費助成事業新規採択件数（平成24～28年度累計）細目別順位に従い色分けした。

分野

人類学

分子生物学 生物物理学
植物分子・生理

科学
遺伝・染色体動

態
自然人類学

構造生物化学 細胞生物学 形態・構造 進化生物学 応用人類学

機能生物化学 発生生物学 動物生理・行動
生物多様性・分

類
生態・環境

生産環境農学 農芸化学 動物生命科学 農業工学 社会経済農学 境界農学 水圏応用科学 森林圏科学

遺伝育種科学
植物栄養学・土

壌学
（旧）畜産学・草

地学
地域環境工学・

計画学
（旧）農業経済

学
（旧）応用昆虫

学
（旧）水産学一

般
森林科学

作物生産科学 応用微生物学
（旧）応用動物

科学
農業環境・情報

工学
（旧）農業土木
学・農村計画学

昆虫科学 （旧）水産化学 木質科学

園芸科学 応用生物化学
（旧）基礎獣医

学・畜産学
動物生産科学 経営・経済農学

環境農学（含ラ
ンドスケープ科

学）
水圏生産科学

（旧）植物病理
学

生物有機化学
（旧）応用獣医

学
獣医学 社会・開発農学

応用分子細胞
生物学

水圏生命科学

植物保護科学 食品科学
（旧）臨床獣医

学
統合動物科学

薬学 基礎医学 社会医学
内科系臨床医

学
外科系臨床医

学
看護学 歯学 境界医学

化学系薬学
環境生理学（含
体力医学・栄養

生理学）
疫学・予防医学 代謝学 外科学一般 基礎看護学

形態系基礎歯
科学

医療社会学

物理系薬学 薬理学一般
衛生学・公衆衛

生学
内分泌学 消化器外科学 臨床看護学

機能系基礎歯
科学

応用薬理学

生物系薬学 医化学一般
病院・医療管理

学
血液内科学

（旧）胸部外科
学

生涯発達看護
学

病態科学系歯
学・歯科放射線

学
病態検査学

薬理系薬学 病態医化学 法医学
膠原病・アレル

ギー内科学
心臓血管外科

学
高齢看護学

保存治療系歯
学

疼痛学

天然資源系薬
学

人類遺伝学
内科学一般（含

心身医学）
感染症内科学 呼吸器外科学 地域看護学

補綴・理工系歯
学

医学物理学・放
射線技術学

創薬化学 人体病理学 消化器内科学 小児科学 脳神経外科学
（旧）地域・老年

看護学
歯科医用工学・

再生歯学

環境・衛生系薬
学

実験病理学 循環器内科学
胎児・新生児医

学
整形外科学 耳鼻咽喉科学 外科系歯学

医療系薬学
寄生虫学（含衛

生動物学）
呼吸器内科学 皮膚科学 麻酔科学 眼科学

矯正・小児系歯
学

解剖学一般（含
組織学・発生

学）

細菌学（含真菌
学）

腎臓内科学 精神神経科学 泌尿器科学 小児外科学
歯周治療系歯

学

（旧）神経・筋肉
生理学

ウイルス学 神経内科学 放射線科学 産婦人科学 形成外科学 社会系歯学

生理学一般 免疫学 救急医学

出典：文部科学省「平成28年度科学研究費助成事業の配分について」

分　　　　　　　　　科

生
物
学

生物科学 基礎生物科学

農
学

医
学
・
薬
学

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
11位

以下

本学が10位以内の細目数／全細目数

＝163／351＝46.4％
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18.研究プログラム

  18-1.戦略的創造研究推進事業「CREST」及び「さきがけ」の採択状況

  18-2.その他の主な研究プログラム

　※「CREST」とは、日本学術振興会の戦略的創造研究推進事業の一つで、国が定める戦略目標の達成に向けて、課題達成型基礎研究
　※を推進し、科学技術イノベーションを生み出す革新的技術シーズを創出するためのチーム型研究である。

　※「さきがけ」とは、日本学術振興会の戦略的創造研究推進事業の一つで、戦略目標に基づいて未来のイノベーションの芽を育む
　※個人型研究である。

「CREST」の受入額は平成22年度をピークに平成26年度まで減少していたが、平成27年度には増加に転じ
た。「さきがけ」の受入額についても平成21年度以降、概ね減少傾向にあったが、平成27年には前年度の約1.5
倍に増加した。

365
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674 614 563 560
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（百万円）（件）

（年度）

「CREST」の受入件数及び受入額

受入額(右軸) 受入件数(左軸)

363 362
268 261 236

302
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26 25
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（百万円）（件）

（年度）

「さきがけ」の受入件数及び受入額

受入額(右軸) 受入件数(左軸)
※件数、金額とも継続分を含む。

※件数、金額とも継続分を含む。

■革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）

■研究大学強化促進事業（研究大学強化促進費補助金）

大学力強化推進本部

事業実施期間

H25～H33

事業実施期間

H25～H34

事業名 部局名

研究大学強化実現構想～世界の課題解決に貢献する北海道大学へ～

拠点名 拠点長

食と健康の達人
（プロジェクトリーダー）　株式会社日立製作所

（リサーチリーダー)　医学研究科
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19.ノーベル賞等受賞者一覧

鈴木　章（名誉教授、ユニバーシティプロフェッサー）
　2010年 ノーベル化学賞受賞

＜文化勲章＞

宮部 金吾 1946年 名誉教授 植物学全般に関する研究

鈴木 章 2010年 名誉教授 有機ホウ素化合物のクロスカップリング反応に関する研究

＜文化功労者＞

松村 松年 1954年 名誉教授 昆虫学全般に関する研究

伊藤 誠哉 1959年 名誉教授 作物病害と菌類に関する植物病理学研究

坂村 徹 1976年 名誉教授 小麦の染色体に関する植物細胞学やカビ類の植物生理学に関する研究

高橋 萬右衞門 1995年 名誉教授 イネの遺伝に関する研究

鈴木 章 2010年 名誉教授 有機ホウ素化合物のクロスカップリング反応に関する研究

山岸 俊男 2013年 名誉教授 社会的ジレンマや信頼の研究

＜日本学士院賞＞

今　 裕 1934年 ※帝国学士院賞 医学部   教授 細胞の銀反応の研究

功力 金二郎 1939年 ※帝国学士院賞 理学部   教授 抽象空間の研究

堀内 壽郎 1940年 ※帝国学士院恩賜賞 理学部   教授 化学反応速度論の理論及実験的研究

中谷 宇吉郎 1941年 ※帝国学士院賞 理学部   教授 雪に関する研究

茅　 誠司 1942年 ※帝国学士院賞 理学部   教授 強磁性結晶体の磁気的研究

鈴木 醇 1949年 理学部   教授 超塩基性岩類並びにこれに附随する鉱床に関する研究

牧野 佐二郎 1958年 理学部   教授 動物染色体の研究

福士 貞吉 1958年 農学部   教授 植物ウィルス病の虫媒伝染に関する研究

長尾 正人 1965年 農学部   教授 イネにおける十二連鎖群の研究

高橋 萬右衞門 1965年 農学部   助教授 イネにおける十二連鎖群の研究

藤田 宏達 1971年 文学部   教授 原始浄土思想の研究

石塚 喜明 1975年 名誉教授 水稲の栄養生理学的研究とその応用（共同研究）

田中 明 1975年 農学部   教授 水稲の栄養生理学的研究とその応用（共同研究）

横山 泉 1981年 理学部   教授 重力異常の分布からみた火山の構造

伴　 義雄 1984年 薬学部   教授 インドールアルカロイドの合成研究

四方 英四郎 1986年 農学部   教授 植物ウイルス及びウイロイドの研究

木下 俊郎 1993年 農学部   教授 高等植物における細胞質と核の相互作用の解析および作物育種への
応用

大塚 榮子 1996年 薬学部   教授 核酸の合成と機能に関する研究―合成 ras 遺伝子関連の研究を中心
として（共同研究）

松野 太郎 1997年 地球環境科学研究科   教授 中間圏・成層圏大気力学の解明

鈴木 章 2004年 名誉教授 パラジウム触媒を活用する新有機合成反応の研究（共同研究）

喜田 宏

出典：「北海道大学概要」

※日本学士院は、学術上功績顕著な科学者を優遇するための機関として文部科学省に設置されており、学術の発展に寄与するため必要な事業を行うことを目的
※としている。日本学士院による授賞制度は、明治43年に創設され、学術上特にすぐれた論文、著書その他の研究業績に対して授賞を行っている。

2005年 獣医学研究科   教授
インフルエンザ制圧のための基礎的研究―家禽、家畜およびヒトの新型イ
ンフルエンザウイルスの出現機構の解明と抗体によるウイルス感染性中和の
分子的基盤の確立―

受賞者 受賞年 受賞時の職名 主な業績

受賞者 受賞年 受賞時の職名 受賞理由

ノーベル賞

　　　　～有機ホウ素化合物のクロスカップリング反応に関する研究～

受章者 受章年 受章時の職名 主な業績

（ユニバーシティプロフェッサー）
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20.共同研究

出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」

※「共同研究」とは、大学等と民間企業等とが共同で研究開発を行い、かつ、大学等が要する経費を民間企業等が負担しているものを
※指す。
※「それ以外の団体」とは、国、独立行政法人、公益法人、地方公共団体、外国政府機関、外国企業等を指す。
※「国立大学等」とは、国立大学、国立高等専門学校及び大学共同利用機関を指す。
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北海道大学における共同研究の実施件数及び受入額は平成20年度ころから伸び悩んでいたが、平成25年
度以降、急激に増加している。また、共同研究1件当たりの受入額も顕著に増加しており、産業創出講座等の
組織型協働研究による共同研究大型化の効果がうかがわれる。
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出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」

※「それ以外の団体」とは、国、独立行政法人、公益法人、地方公共団体、外国政府機関及び外国企業等を指す。

162
209 232

257 279
241 255 265 273

306
331

36757

66
71

75
84

106
117 100 101

106

121

126

219

275

303
331

362 347
372 365 374

412

452

493

0

100

200

300

400

500

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（億円）

（年度）

共同研究の受入額（国立大学等）

国内民間企業 それ以外の団体

268
430

550
758 773

624 664
797

664 715
897

1,219

136

164
122

175

110
123

165

143

169
198

145 345

430 344
300

261 203

243

225

547

763
870

1,078

1,221
1,141

1,097
1,189

1,034 1,042

1,237

1,609

0

600

1,200

1,800

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（百万円）

（年度）

共同研究の受入額（北海道大学）

国内民間企業（大企業） 国内民間企業（中小及び小規模企業） それ以外の団体

－　71　－



出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」

※「国公私立大学等」とは、国立大学、国立高等専門学校、大学共同利用機関、公立大学（短期大学を含む）、公立高等専門学校、
※私立大学（短期大学を含む）、私立高等専門学校を指す。
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21.産業創出講座等

平成29年1月31日現在

産業創出講座等
設置部局

講　　座　　等　　名 共同研究の相手方 設置期間

大学院
先端生命科学

研究院
（1件）

脂質機能性解明研究部門 株式会社ダイセル
H28.4.1

～
H30.3.31

電子科学
研究所
（1件）

新概念コンピューティング産業研究分野 株式会社日立製作所
H28.6.1

～
H31.3.31

難治性疾患治療部門 日東電工株式会社
H26.4.1

～
H30.3.31

高速道路イノベーション推進部門 東日本高速道路株式会社北海道支社
H27.6.1

～
H30.3.31

日生バイオ・ライフサイエンス研究所　食と健康研究部門
日生バイオ株式会社
株式会社ライフ・サイエンス研究所

H27.6.25
～

H30.3.31

オプトクエスト次世代光デバイス研究開発部門 株式会社オプトクエスト
H27.11.1

～
H29.10.31

森永乳業　プレママから高齢者の食と健康研究部門 森永乳業株式会社
H27.12.1

～
H30.3.31

北の社会イノベーション部門 株式会社日立製作所
H28.6.1

～
H31.3.31

新規発光材料研究部門 大日本印刷株式会社
H28.9.1

～
H30.8.31

新規機能性食品研究部門 大塚製薬株式会社
H29.1.1

～
H31.12.31

高靱性ゲルの軟骨応用部門 日本特殊陶業株式会社
H29.1.1

～
H31.12.31

産業創出講座等設置一覧

産業創出講座等（合計11：講座0、分野1、部門10）

産学・地域協働
推進機構
（9件）

※「産業創出講座等」とは、民間機関等との共同研究を実施する上で設置される研究組織であり、民間機関等から受け入れた経費
※により運営されるものをいう。「産業創出講座等」には、産業創出講座、産業創出分野、産業創出部門又はこれらに相当する組織が
※該当する。

産業創出講座等は、北海道大学と民間等外部の機関が共通の課題について一定期間継続的な共同研究
を実施することにより、社会的に高い付加価値を持つ産業を創出し、社会イノベーションを推進することを目的と
したものである。平成26年度から産業創出講座等の制度を開始し、平成29年1月31日現在、11部門・分野を
設置している。平成27年度における産業創出講座等の共同研究受入額は全共同研究受入額の約10％を占
める。産業創出講座等における共同研究１件当たりの受入額は他の共同研究における受入額よりも格段に
高くなっており、大規模な共同研究の実施を目的とした産業創出講座等の特徴があらわれている。
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●共同研究全体における産業創出講座等の実績

●共同研究1件当たりの受入額の比較

※産業創出講座等の設置は平成26年度から開始。
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受入額（産業創出講座等以外） 受入額（産業創出講座等） 実施件数（産業創出講座等）

（平成29年1月31日現在）

（千円）

　 H22 H23 H24 H25 H26 H27

全共同研究 2,271 2,313 2,073 2,174 2,364 2,696

産業創出講座等以外 2,111 2,199 2,403 2,610 2,581 2,475

産業創出講座等 - - - - 57,032 31,982
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22.受託研究

出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」

※「受託研究」とは、大学等が民間企業等からの委託により、主として大学等のみが研究開発を行い、そのための経費が民間企業等
※から支弁されているものを指す。
※「それ以外の団体」とは、国、独立行政法人、公益法人、地方公共団体、外国政府機関、外国企業等を指す。
※「国立大学等」とは、国立大学、国立高等専門学校、大学共同利用機関を指す。
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北海道大学における受託研究の実施件数及び受入額は平成26年度までは伸び悩んでいたが、平成27年
度、大幅に増加した。
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出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」
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23.知的財産

23-1.特許権実施等件数及び収入額

出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」

※「特許権実施等件数」、「特許権実施等収入額」とは、実施許諾又は譲渡した特許権（「特許を受ける権利」の段階のものも含む。）の
※数、収入額を指す。
※H23年度以前は特許権実施等件数に共同出願契約に基づく実施許諾の件数を含んでいなかった。
※「国立大学等」とは、国立大学、国立高等専門学校、大学共同利用機関を指す。
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北海道大学における特許権実施等件数は着実に増加している。

－　77　－



23-2.特許権およびその他知財実施等件数及び収入額

出典：文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」

※「その他知財実施等収入」とは、実用新案権、意匠権、商標権、著作権、ノウハウ提供、マテリアル提供に関する契約等による収入を
※指す。
※「国公私立大学等」とは、国立大学、国立高等専門学校、大学共同利用機関、公立大学（短期大学を含む）、公立高等専門学校、
※私立大学（短期大学を含む）、私立高等専門学校を指す。
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北海道大学では知財等実施収入における商標権収入の割合が全国の国公私立大学等と比較して高い。
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24.大学発ベンチャー企業

●北大発ベンチャー認定企業一覧 平成28年12月28日現在

No. 企業名 概要 認定年度

1 株式会社 フェノム研究所
歯学研究科吉田靖弘教授の生体材料工学の研究をベースに、人
体への負担の少ない体内埋植可能な高機能医療機器及び製剤を
開発。多くの分野への応用が期待される。

平成28年度

2 メディカルフォトニクス株式会社
生体の光透視技術を基盤に、採血することなく血中脂質の測定を
行う機器の開発。健康管理に関わる患者の負担を減らす技術・製
品を通じて、医療業界に貢献していきたい。

平成28年度

3 株式会社 岩根研究所

空間解析・画像処理技術をコアとする。CV技術は建築・土木から、
日常の地図アプリケーション、自動運転に至るまで、社会に欠か
せないものになりつつある。要素技術開発から製品への応用ま
で、多くのノウハウを持つ。

平成28年度

4 シーズテック株式会社
新型清浄環境クリーンユニットシステムプラットフォーム(CUSP：カ
スプ）を開発。「Clean space for all of us」の理念の下、高清浄環境
を研究機関、福祉施設・病院、マンション・一般住宅に提供。

平成28年度

5 株式会社　燃焼合成
燃焼合成法による省エネルギー、短時間での無機化合物等の合
成。環境に配慮した資源の有効活用を通じて、社会に貢献してい
きたい。

平成28年度

6 クリプトン・フューチャー・メディア株式会社
数千万件のサウンドを扱う世界でも最大規模の配信サイトの開発
運営や、「初音ミク」の開発など、新しいビジネスを展開中。

平成28年度

7 株式会社ジーンテクノサイエンス
バイオ新薬、バイオシミラーの研究開発。がんや希少性疾患など
の研究開発に注力し、苦しむ患者様を助け、健康を通じて生活の
質を向上させ社会に貢献したい。2012年マザーズ上場。

平成28年度

8 株式会社テクノフェイス
OSSや独自開発したミドルウェアによるシステム構築事業、組込み
ソフトウェア、モバイルアプリケーションの技術開発等。人工知能
技術の応用や、クラウドを活用した業務システム開発も手掛ける。

平成28年度

9 ライラックファーマ株式会社
北大の最先端の研究成果から医薬品を創り育てる。現在はNEDO
や札幌市等の支援を受けて、難病の一つであるパーキンソン病の
根治薬を手掛ける。

平成28年度

10 株式会社植物育種研究所
従来の交配育種とDNAマーカー等の先端技術を組み合わせること
で機能性タマネギ、涙の出ないタマネギなどこれまでにない野菜を
開発し、種子から栽培、流通、加工までを一貫して取り組む。

平成28年度

11 株式会社ラテラ
天然鉱物由来の無菌人工土壌を開発。植物生育活性作用を付加
して、虫やカビが発生しない衛生的な室内園芸キットの製造・販売
や、水耕に代わる植物工場資材の開発を行う。

平成28年度

12 株式会社グリーン&ライフ・イノベーション

人工衛星データを元に漁場予測情報を配信するトレダスの開発・
運営の他、持続可能な農林・水産・畜産業を支援すべく、ICT技術
をコア技術として「サステナビィリティ」と「イノベーション」を キー
ワードに各種技術の提案をしています。

平成28年度

※北大発ベンチャー認定企業とは、新たな技術、サービスを活用した企業であって、以下のいずれかに該当し、本学が北大発
※ベンチャーの称号を授与した企業を指す。
※①本学、本学の教職員又は学生が所有する知的財産権を活用していること。
※②本学で得られた研究成果又は習得した技術等を活用していること。
※③本学の教職員又は学生が設立又は設立に深く関与していること。

平成28年度から北大発ベンチャー認定制度を開始し、平成28年12月28日現在で12社を認定している。
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25.地域連携

25-1.ワンストップ窓口（産学連携相談窓口）

※ワンストップ窓口は産学連携全般に関する相談窓口として平成25年4月から開設された。

25-2.出張講義・公開講座（国民との科学・技術対話推進事業）

※国民との科学・技術対話推進事業は平成24年度から開始。

97

157

95

0

40

80

120

160

H25 H26 H27

（件）
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ワンストップ窓口（産学連携相談窓口）問い合わせ件数

ワンストップ窓口（産学連携相談窓口）は平成25年4月に開始して以降、毎年度90件以上の問い合わせ
がある。特に研究シーズ集を発行した翌年度の平成26年度には問い合わせ件数が157件にものぼっており、北
海道大学の研究に対する民間企業等の関心の高さがうかがわれる。

本事業は、文部科学省による「国民との科学・技術対話の推進ついて」（基本的取組方針）に基づき、平
成24年度から実施している。開始翌年度以降、毎年度25回程度の出張講義・公開講座を実施しており、平
成27年度には21名の研究者が参加した。
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講義回数（出張講義） 講義回数（公開講座） 参加研究者数
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25-3.道内地方公共団体等審議会等委員の委嘱

※附置研究所、研究センター、学内共同施設等については、実績のある部局のみ掲載した。
※助教、助手及び特任教員を除く。
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北海道大学病院

高等教育推進機構

国際本部

保健センター

総合博物館

アイヌ・先住民研究センター

観光学高等研究センター

北方生物圏フィールド科学センター

アイソトープ総合センター

情報基盤センター

触媒科学研究所

低温科学研究所

獣医学研究科

薬学研究院

歯学研究科

保健科学研究院

医学研究科

水産科学研究院

農学研究院

情報科学研究科

工学研究院

地球環境科学研究院

先端生命科学研究院

理学研究院

公共政策学連携研究部

メディア・コミュニケーション研究院

経済学研究科

法学研究科

教育学研究院

文学研究科

北海道大学における道内地方公共団体等審議会等委員の委嘱件数

（平成26年度）

計431件

（件）

地方公共団体等審議会等委員の委嘱件数は431件であり、平成25年度の346件を大幅に上回った。文系
理系を問わず幅広い部局の関与・参画が認められ、総合大学としての強みが生かされている。
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26.教育・研究共同利用拠点等

26-1.教育関係共同利用拠点

出典：文部科学省「教育関係共同利用拠点　認定一覧」

26-2.共同利用・共同研究拠点

出典：文部科学省「共同利用・共同研究拠点一覧」

※「教育関係共同利用拠点制度」について
※　国公私立大学における教育に係る施設について、教育上支障がないと認められるときは、他の大学の利用に供することができ、当該
※施設が、大学教育の充実に特に資するときは、教育関係共同利用拠点として、文部科学大臣の認定を受けることができる。本制度は、大
※学の機能別分化の促進、大学間ネットワークの構築を進める上で大きな役割を果たすものである。各大学が自らの強みを持つ分野へ取
※組を集中・強化するとともに、他大学との連携を進めることによって、大学教育全体としてより多様で高度な教育を展開していく上で、本制
※度の活用が期待される。

※「共同利用・共同研究拠点制度」について
※　我が国の学術研究の発展には、個々の大学の枠を越えて大型の研究設備や大量の資料・データ等を全国の研究者が共同で利用した
※り、共同研究を行う「共同利用・共同研究」のシステムが大きく貢献してきた。 文部科学省では、平成20年7月に、国公私立大学を通じた
※システムとして、新たに文部科学大臣による共同利用・共同研究拠点の認定制度を設けた。本制度の実施により、広範な研究分野にわ
※たり、共同利用・共同研究拠点が形成されるなど、我が国の学術研究の基盤強化と新たな学術研究の展開が期待される。

北海道大学には教育関係共同利用拠点が5拠点、共同利用・共同研究拠点が8拠点あり、教育関係共同利
用拠点の拠点数は全国の大学の中で最も多い。

年　度 拠点類型

H29～H33
(H24～H28から

の継続認定)
演習林等

H29～H33
(H24～H28から

の継続認定)
臨海・臨湖実験所

H27～H31 水産実験所

H27～H31
大学の教職員の組織的
な研修等の実施機関

H28～H32
(H23～H27から

の継続認定)
練習船

施設名 教育関係共同利用拠点名

北方生物圏フィールド科学センター
森林圏ステーション

フィールドを使った森林環境と生態系保全に関する
実践的教育共同利用拠点

北方生物圏フィールド科学センター
水圏ステーション
（厚岸臨海実験所、室蘭臨海実験所）

寒流域における海洋生物・生態系統合教育の国際的
共同利用拠点

北方生物圏フィールド科学センター
水圏ステーション
（臼尻水産実験所、七飯淡水実験所及び忍路臨海実験所）

食糧基地、北海道の水圏環境を学ぶ体験型教育共同
利用拠点
－多様な水産資源を育む環境でのフィールド教育－

高等教育推進機構
（高等教育研修センター）

教職員の組織的な研修等の共同利用拠点

水産学部附属練習船おしょろ丸 亜寒帯海域における洋上教育のための共同利用拠点

研究施設名 年　度 研究分野

北極域研究センター H28～H33 環境学

低温科学研究所
H28～H33

(H22～H27からの
継続認定)

低温科学

遺伝子病制御研究所
H28～H33

(H22～H27からの
継続認定)

医学

触媒科学研究所
H28～H33

(H22～H27からの
継続認定)

触媒科学
サステナブル触媒工学

スラブ・ユーラシア研究センター
H28～H33

(H22～H27からの
継続認定)

地域研究
（人文・社会系）

人獣共通感染症リサーチセンター
H28～H33

(H22～H27からの
継続認定)

人獣共通感染症学

電子科学研究所
H28～H33

(H22～H27からの
継続認定)

物質・デバイス領域

情報基盤センター
H28～H33

(H22～H27からの
継続認定)

計算科学
計算機科学

人獣共通感染症研究拠点

物質・デバイス領域共同
研究拠点

ネットワーク型拠点
（中核機関：東北大学多元物質科学
研究所）

学際大規模情報基盤共同
利用・共同研究拠点

ネットワーク型拠点
（中核機関：東京大学情報基盤センター）

細菌やウイルスの持続性
感染により発生する感染癌
の先端的研究拠点

触媒科学研究拠点

スラブ・ユーラシア地域研究
にかかわる拠点

共同利用・共同研究拠点名 備　考

北極域研究共同推進拠点

ネットワーク型拠点
（連携施設）
・情報・システム研究機構国立極地研究所
　国際北極環境研究センター
・海洋研究開発機構
　北極環境変動総合研究センター

低温科学研究拠点
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27.グローバルファシリティセンター

27-1.オープンファシリティ部門

※「オープンファシリティシステム」とは、各研究者が供出した装置を学内外への共用化に供するシステムであり、装置利用者は規程に
※基づいた利用料金を支払い、利用者自らの手で最先端の機器を利用することができる。一方、装置供出者には利用料金が配分さ
※れ、装置の維持管理費や他の研究費に充当することできる。
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※利用人数（自己）とは、装置管理担当者もしくは管理責任者と同一の部門等に所属する研究者の利用人数を指す。
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北海道大学では平成17年度からオープンファシリティシステムの運用を開始した。オープンファシリティの登録装
置数は平成24年度に100台を越え、利用人数も平成25年度に2万人を越えている。平成28年1月に北海道
大学の先端的な設備や装置の有効活用を目的としてグローバルファシリティセンター（GFC）を設立し、現在、
GFCのオープンファシリティ部門において同システムを運営している。
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27-2.機器分析受託部門
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北海道大学では機器分析受託サービスも提供している。平成24年度までは受託分析件数が1万件以上、
かつ、収入額も2千万円以上となっていたが、近年、学内における機器共用普及活動により依頼者の利用形
態が変化し、件数及び収入額は低くなっている。一方、平成20年度から開始した学外からの受託割合は件
数及び収入額ともに増加傾向にある。現在、機器分析受託部門についてもグローバルファシリティセンターにお
いて運営している。
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28.教員
28-1.教員数の推移

各年5月1日現在

国公私立大学の教員数の推移
各年度5月1日現在

出典：文部科学省「学校基本調査」
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北海道⼤学全体の教員数は、正規教員は年々減少し、特任教員が増加していたが、平成28年は正規教
員が増加し、特任教員が減少した。
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年齢別・男⼥別教員数（北海道⼤学）
（平成28年5⽉1⽇現在）

教授＜正規教員＞ 教授＜特任教員（再雇⽤）＞ 教授＜特任教員（再雇⽤以外）＞
准教授＜正規教員＞ 准教授＜特任教員（再雇⽤）＞ 准教授＜特任教員（再雇⽤以外）＞
講師＜正規教員＞ 講師＜特任教員（再雇⽤）＞ 講師＜特任教員（再雇⽤以外）＞
助教＜正規教員＞ 助教＜特任教員（再雇⽤）＞ 助教＜特任教員（再雇⽤以外）＞
助⼿＜正規教員＞ 助⼿＜特任教員（再雇⽤）＞ 助⼿＜特任教員（再雇⽤以外）＞

（⼈）

（⼈）

教員平均年齢 47.5歳
（男性：48.0歳／⼥性：44.6歳）

・正 規 教 員 ：47.5歳
・特任（再雇⽤以外）：44.2歳

40歳未満教員の全体に占める割合
23.3％

（男性：21.8％／⼥性：33.4％）
・正 規 教 員 ：21.6％
・特任（再雇⽤以外）：41.5％

⼥性男性

特任教員を含めた北海道⼤学全体の教員の平均年齢は、平成28年5⽉1⽇現在47.5歳であり、40歳
未満教員の全体に占める割合は23.3%である。
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28-2.外国人教員数・外国人教員比率の推移

各年5月1日現在

9 
15 

7 
9 

25 
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6 
4 

53 

1 

28 

14 

33 
29 

44 

64 
61 

66 

74 
79 

83 

94 

104 

117 

147 

1.5%

1.4%

2.0%

2.9%

2.7%

2.9%

3.2%
3.3%

3.5%

4.0%

4.3%

4.8%

6.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

 0

 30

 60

 90

 120

 150

 180

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（⼈）

外国⼈教員数・外国⼈教員⽐率
（北海道⼤学）

教授＜正規教員＞ 教授＜特任教員（再雇⽤）＞ 教授＜特任教員（再雇⽤以外）＞
准教授（助教授）＜正規教員＞ 准教授（助教授）＜特任教員（再雇⽤）＞ 准教授（助教授）＜特任教員（再雇⽤以外）＞
講師＜正規教員＞ 講師＜特任教員（再雇⽤）＞ 講師＜特任教員（再雇⽤以外）＞
助教＜正規教員＞ 助教＜特任教員（再雇⽤）＞ 助教＜特任教員（再雇⽤以外）＞
助⼿＜正規教員＞ 助⼿＜特任教員（再雇⽤）＞ 助⼿＜特任教員（再雇⽤以外）＞
外国⼈教員⽐率

（年）

外国⼈教員は年々増加しており、外国⼈教員⽐率でみると、平成28年は平成27年4.8％から1.2ポイント
上昇し、6.0％になっている。
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28-3.教員の北海道大学在学経験者

※グラフ内の数字は人数で、対象は正規教員・特任教員（再雇用）。

各年5月1日現在

1,312
1,098

38

1,312 1,274 1,266 1,250 1,248 1,228 1,206 1,212 1,177 1,132 1,164 1,148 1,136

60.9% 60.2% 59.4% 59.9% 59.8% 59.1%
57.7% 56.7% 55.9%

54.4% 55.2% 54.3%
52.9%
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（⼈）
教員の北海道⼤学在学経験者数及び在学経験⽐率

正規教員 特任教員（再雇⽤） 在学経験⽐率

（年）
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大
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病
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北
海
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大
学
全
体

教員の北海道⼤学在学経験の有無（平成28年5⽉1⽇現在）

無
有

北海道⼤学在学経験のある教員の割合は、⽂系部局は低く、理系部局は⾼い。
全体では、在学経験のある教員が半数を超えているが、経年で⽐較すると平成16年60.9%から平成28

年52.9%と減少傾向にある。
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29.職員

各年5月1日現在

※契約職員と短時間勤務職員については、
　人事情報システムから集計できないため、人事課で毎年6月に作成している集計表から数字を転記。

国公私立大学の職員数の推移
  　　　    各年度5月1日現在

出典：文部科学省「学校基本調査」

1,889 1,944 

5 
464 8 
38 
53 

686 

809 

3,491 

5,157 

6,079 

8,465 

 0

 1,000

 2,000

 3,000

 4,000

 5,000

 6,000

 7,000

 8,000

 9,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27H28

（⼈） 職員数（北海道⼤学）

正規職員（任期なし） 正規職員（任期あり） 再雇⽤職員（正規枠）
再雇⽤職員（⾮正規枠） 契約職員 短時間勤務職員

（年）

北海道⼤学全体の職員数は増加傾向にあったが、平成28年は減少した。
しかし、正規職員（任期なし・任期あり）においては、近年増加傾向にあり、平成28年では任期のない正

規職員が増加した。

1,097 1,071 
3 18 
7 37 

37 381 
493 

2,989 

4,302 

4,477 

5,958 
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 1,000

 2,000

 3,000

 4,000

 5,000
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 7,000

 8,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（⼈）

職員数（北海道⼤学）
＜病院を除く＞

正規職員（任期なし） 正規職員（任期あり） 再雇⽤職員（正規枠）
再雇⽤職員（⾮正規枠） 契約職員 短時間勤務職員

（年）
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79
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16
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H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28

（千⼈）

（年度）

職員数（国公私⽴⼤学）

国⽴ 公⽴ 私⽴
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30.財務基盤

  30-1.北海道大学の資産項目

  30-2.北海道大学の負債・資本項目

133 168 195 246 271 239 203 214 251 265 226 156

1,286 1,287 1,287 1,287 1,281 1,281 1,281 1,281 1,281 1,281 1,281
1,281

717 679 675
721 755 790 799 807

853 927 932
915

421 414 411
377

406 440 439 479
468

533 582
5332,605

3,093
2,959

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

（億円）

資産項目の内訳

現預金・有価証券 その他流動資産 土地 建物・構築物・建設仮勘定 その他固定資産

57 106 161 210 240 258 244 265 280 286 286 30082 52 68 106 140 140 138 101 133
270 258

1,549
1,549 1,549

1,549
1,547 1,547 1,547 1,546 1,546 1,546

1,546 1,546

251
224 234

259
290 268 287 281 321 344

309 234764 628 615
594

582 596 590 616 676
775 682

621
2,605

3,093
2,959

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

（億円）

負債・資本項目の内訳

利益剰余金 資本剰余金 資本金 流動負債合計 固定負債合計
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31.運営状況

  31-1.北海道大学の経常費用の推移

  31-2.北海道大学の経常収益の推移

27 33 35 34 35 41 39 41 46 54 56 59
76 78 79 80 84 96 92 97 115 112 121 122

132 131 127 127 130
137 132 143

145 153 163 17141 55 69 76 72 66 70 64 58
70

63
80

439 434 437 437 443 443 453 458 447
450

465
477

28 30 32 32 38 37 32 29 30
31

39
31

780

929
965

0

200

400

600

800

1,000

1,200

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

（億円）

経常費用の推移

教育経費 研究経費 診療経費 教育研究支援経費 受託研究等費 人件費 一般管理費 その他

431 421 414 401 399 378 350 348 336 338 367 382

91 96 100 98 94
82 100 98 97 97

90 96

200 206 206 218 228
234 242 256 258 260

268
282

42 56 70 78 74
68 70 66 58 69

63
8033

33 31 36 34 32 36 40 42
47

53
57

829

951
995

0

200

400

600

800

1,000

1,200

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

（億円）

経常収益の推移

運営費交付金収益 学生納付金収益 附属病院収益 受託研究等収益 寄附金収益

施設費収益 補助金収益 資産見返負債戻入 その他
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32.北海道大学病院

　32-1.医師数、看護師数、病床数の状況

平成28年3月31日現在   　

　32-2.診療報酬請求額

277 285 281 270 302 331 298 285 288 304 302 303

175 175 198 165 160 158 166 155 155 151 157 136

598 609 640

796 775 784 814 845 830 845 861 883

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（人）

（年）

医師数、看護師数

常勤医師数 常勤歯科医師数 常勤看護師数

199
208 207

220
229

235
243

258 260 261
269

284

160

180

200

220

240

260

280

300

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

（億円）

（年度）

診療報酬請求額

※各年10日1日現在

医科 歯科

838 26 72

(注) 承認病床数～946床

稼動病床数　　936床

一般病床
精神病床
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　32-3.外来、入院、手術の状況等

6,427 6,502

7,004 7,080
6,906 6,914

7,335

7,792 7,846 7,798
7,981

8,167

6,000

7,000
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H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

（件）

（年度）

総手術件数

67.3 68.3 70.0 72.1 73.3 75.3 75.9 77.2 76.0 73.4 73.4 74.7
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（万人）

（年度）

外来患者数の推移

31.5 31.2 30.1 29.7 30.3 30.6 29.6 29.9 29.9 29.8 29.5 30.3

0
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（万人）

（年度）

入院患者数の推移
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22.7
21.6

19.0 18.8 18.8
18.2

17.0 16.7 16.8 16.6
15.5 15.8

12

14

16

18

20

22

24

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

（日）

（年度）

平均在院日数

90.4

89.3

88.2

86.6

88.6 88.6

85.8
86.3 86.7

86.2
85.5

87.6

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

（%）

（注） 病床稼働率は、退院日を含め、承認病床数で算出している。 （年度）

病床稼働率

37.8

38.9

37.7

35.9
34.4

34.9

31.2

32.8

31.7
32.6

33.3
34.3

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

40.0

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

（%）

（年度）

材料費率

3,495

4,949
5,615

5,075

6,067
6,406

6,866 6,639

7,751

2,000

3,000

4,000

5,000
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8,000
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

（件）

（年度）

外来化学療法の加算算定件数

※材料費率 ～ 材料費（医薬品費＋診療材料費＋医療消耗器具備品費＋給食用材料費）÷医業収益
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33.施設

  33-1.保有施設の概要

  33-2.耐震化の状況

教育・研究施設, 
67.4%

大学病院, 11.0%

設備室等, 5.5%

宿泊施設, 5.1%

管理施設, 3.3%

図書館, 3.4% 支援施設, 3.1%
体育施設, 1.3%

北海道大学の施設の保有状況

56.8%

6.3%

35.7%

1.2%

耐震性のある施設, 
98.8%

耐震性が劣る施設, 
1.2% 北海道大学の施設の耐震化

新耐震基準（Ｓ57年以降）の施設

旧耐震基準（Ｓ56年以前）の施設で耐

震性ありと診断されたもの

旧耐震基準（Ｓ56年以前）の施設で耐

震改修済みのもの

その他

平成28年5月1日現在※端数処理のため、合計は100%とならない。

平成28年5月1日現在

区  分
保有面積

(㎡)

教育・研究施設 577,319

大学病院 94,581

設備室等 46,818

宿泊施設 43,450

管理施設 27,851

図書館 28,899

支援施設 26,321

体育施設 11,264

計 856,503

(注) 職員宿舎は含まない。

大学の事務局施設、一般管理施設、講堂、大学ホール

大学の図書館

大学の研究者交流施設、教職員施設、福利施設、保健管理施設、課外活動施設

大学の屋内運動場施設及び附属施設

主な対象組織、施設等

学部、大学院、教育部、附属研究所、教育研究組織、学内共同施設

大学病院、看護師宿舎

学部・研究所・病院・本部施設等の渡り廊下、設備室

大学の国際交流会館、外国人教師宿泊施設、学生寄宿舎、短期学生宿舎
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　（附属図書館　アクティブラーニング可能なオープンエリア）   

（大学文書館　1階展示ホール）

（古生物標本の世界）

      　　　　  （総合博物館外観）

34.一般公開施設等   

（大学文書館外観）

3,912,934 （冊）

1,605,461 （人）

423,090 （冊）

23,234 （ﾀｲﾄﾙ）

23,854 （ﾀｲﾄﾙ）

貸出冊数

電子ジャーナル提供数

電子ブック提供数

附属図書館

平成27
年度統計

蔵書数

入館者数

　本館及び北図書館のほか、16部局21図書室から構成され
る。 本館は、アクティブラーニングﾞ可能なオープンエリアや製
本雑誌40万冊収容可能な自動化書庫を有し、ＥＵ情報センター
及び国連寄託図書館の指定も受けている。 学術成果コレク
ション[HUSCAP]は、4万8千件以上の本学研究成果等を公開
し、年間1千万件以上のダウンロードがある。

66,973 （点）

453 （人）

2,786 （点）

大学文書館

受入資料数（累計）

閲覧者数

閲覧資料数

　北海道大学の歴史に関する各種資料を収集・整理・保存・公
開し、同時に北海道大学史の調査・研究を行って、その成果を
刊行物・展示・資料見学会・リファレンス等を通じて学内外に発
信している。 本学の140年に及ぶ歴史を知り、学び、調べるた
めの拠り所の役割を担っている。

平成27
年度統計

　学術標本の収蔵、展示、公開等及び学術標本に関
する教育研究の支援並びにこれらに関する研究を
行うとともに、地域社会への教育普及寄与を目的と
する施設である。札幌農学校開校以来、約140年の
研究成果としての学術標本 約300万点を所蔵する。
平成11年に開館し、平成26年には累計入館者が
100万人を超えた。
　耐震改修工事のため平成27年度は休館したが、
学内全12学部や最新の一押し研究を紹介する展
示、標本に触れる体験型展示などを新設して、平成
28年7月リニューアルオープン。  リニューアル後3ヶ
月半で早くも入館者数10万人を達成した。

総合博物館
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　　（ミズバショウを楽しむ来園者）

　　（安らぎのある待合室）

（インフォメーションセンター「エルムの森」外観）

（宮部金吾記念館と札幌最古のライラック）

 （動物医療センター外観） 13,300（頭）

動物医療センター

収入額 384,617（千円）

診療頭数平成27
年度統計

　多彩な動物達との幸せな共生を目指して、国際的
レベルの獣医科学に基づく高度で信頼される総合的
獣医療を実践するとともに、その基本となる科学的
で探求心にあふれた信頼される獣医療人を育成す
る施設である。地域獣医療の拠点として学生の臨床
教育のみならず、獣医師の卒後教育にも寄与してい
る。

　北海道大学正門横に位置し、市民や観光客が休
憩などに自由に利用できる施設である。本学に関す
るご案内のほか、研究成果等の情報発信を行って
いる。 また、北大グッズを購入できる「エルムの森
ショップ」やカフェを併設し、木のぬくもりを生かした
明るい建物で多くの方々に利用されている。平成26
年9月には累計来訪者数100万人を達成した。

インフォメーションセンター「エルムの森」

191,021（人）平成27年度来訪者数

53,919 （人）

約4,000 （種）

13.3 （ﾍｸﾀｰﾙ）

平成27年度来園者数

植物種類数

敷地面積

植　物　園

　初代園長である宮部金吾博士により明治19年に近代的植物
園として我が国で初めて創設された。北方域の野生植物を主な
対象とする植物分類学・植物生態学の研究と教育、育成植物
の導入と管理、自然史・歴史・民族・考古等の博物標本の収
集・管理、及び一般市民への社会教育を目的とした展示公開
を実施している。
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